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例 言

1.本書は一級河川牛池川河川改修工事に伴い、記録保存を前提として事前に調査した「元総社寺田遺跡」

VI区 • VII区の発掘調査報告書第 3 集く木器編〉である。

2.遺跡の所在、調査期間及び担当者等は〈本編〉参照。

3.報告書作成関係者

編 集 藤巻幸男

本文執筆

遺物写真

遺物観察

II 友廣哲也

佐藤元彦

友廣哲也

藤巻幸男、 III 藤根 久（株式会社パレオ ・ラボ） 藤巻幸男

藤巻幸男

木器作図及びプレパラート作成 高橋節子 生巣由美子 五十嵐由美子 伊藤博子 狩野なつ子

4.出土遺物、図面等の資料類は、一括して群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。

凡 例

1. 木器実測図の番号は通番とし、所属時期や出土層位 ・遺構は図版毎にキャプションを付した。詳細は観

察表 (55~66ページ）参照。

2.木器実測図の縮尺は 1: 4を埜本としたが、人形 ・斎串については 1: 2、大型の木器については 1: 

8、 1 : 16とした。

3.出土材には、①器種が認定できる木器、②人為的な加工痕が認められるもの、③自然木が含まれている。

当事業団ではこれらを現地で水洗い選別し、①と②についてはスナップ写真とスケッチ図を作成してカー

ド化し、③についてはサンプルを採取しデータ化をはかっている。 このうち、実測図を作成して資料化

4. 

するのは①を主としているが、② ・③についてもプレパラートを作成し、同一時期の樹種構成や周辺の

環境、①との関連等を検討する材料としている。

IIの表 1～表12の「取上No.」項目の番号は現地作業時の通番で、「図版」項目の番号が掲載した実測図の

番号にあたる。

ここに掲載した木器類の出土状況については、付図 3(VI区低地古墳時代の遺物出土状況）、付図 4(VI 

区低地奈良～平安時代の遺物出土状況）、及びく本編〉を参照されたい。

5.本報告書く本編〉に掲載した木器は、基本的に〈木器編〉の図を 1: 2で使用し、く木器編〉の番号をそ

のまま使用している。
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II 木器観察表

II 木器観察表

番号 器 種 出土位置 長さ X幅x厚さ (cm) 木 取 遺存状態 加工形状の特徴

1 板材 VI区III陪 21 sxs.oxo 9 柾目 一部残存 桶底板と思われ、円形に外周を調整、外周辺近くに樹皮

を通した部分一ヶ所ある。

2 板材 II 5 9X2 9X0.4 柾目 一部残存 板材の一部。両端部折れ。

3 板材 II 88X28X04 柾目 一部残存 板材の一部。一辺は折れ、逆側は削り調整。

4 板材 II 5.2X5.6Xl.l 板目 一部残存 板材の角の部分残存。角部は削り調整。

5 曲物 II 14 1X2 9X0.4 柾目 一部残存 曲物の側板。片端部から上端は削り調整。下端部にも一

部削り調整。逆端部折れ。

6 曲物 II 10 2X2 7XQ.6 柾目 一部欠損 曲物の側板。両端部削り調整。

7 加工木 II 13 2X6 2X3.5 柾目 一部残存 用途不明。片側に向け先端をとがらせた削り調整。

8 曲物 II 38 2 X 9 OX O 5 柾目 一部残存 曲物の側板。両端部折れ。 9と上下重なる。上側縁部に

小孔がある。， 曲物 II 25.6X9.8XQ,4 柾目 一部残存 曲物の側板。 8の下側に充たる。両端部は折れ、中央部

に方形の穴。柄の穴か。

10 板材 JI 13 9X3 5X0 6 柾目 一部残存 板材の一部。両端部折れ。

11 曲物 ｝｝ 10.8X6 3Xl.0 柾目 一部残存 曲物の側板。側板 2枚を合わせ、樹皮で綴じている。

12 板材 ｝｝ 7 5X3 7X0.7 板目 一部残存 表裏凹凸多い板材。両端部折れ。片側炭化している。表

面に細いキズ有る。

13 曲物 II 11 0X2.3X0 4 柾目 一部残存 曲物の側板。両端部折れ。

14 曲物 II 8 6X2 4X0.3 柾目 一部残存 曲物の側板。両端部折れ。

15 板材（鍬） 1/ 32. 4 X 11 6 X 1 0 柾目 一部残存 板材か鍬の可能性がある。片側に長方形状の穴がある。

16 曲物 II 5 8X3.5X0.6 柾目 一部残存 曲物の底板。円周部削り調整。

17 漆椀 II 6.9X4 3X0.8 柾目 一部残存 内外面黒色の漆が部分的に残る、椀の破片。

18 漆椀 // 5.6X3 lX0.2 一部残存 漆椀の一部破片。表裏一部に黒色漆残る。

19 曲物 II 9 6X4 lX0.3 板目 一部残存 曲物の側板。両端部折れ。

20 板材 II 10.2X3 5Xl.2 柾目 一部残存 板材の一部破片。両端部ともに折れ。

21 漆椀 II 8 5X2.8Xl.8 一部残存 楼椀の一部破片。表裏面一部に黒色漆。

22 曲物 II 9.7X3.7X0 4 板目 一部残存 片側端部削り調整。中央部に合わせの孔があるが貫通し

ていない。逆側端部折れ。

23 曲物 II 22 3 X 7 9 X Q 5 柾目 一部残存 底板。円形板の一部残る。円周辺は削り調整。

24 曲物 II 19.2X8 3Xl 0 柾目 一部残存 曲物の底板。円周辺は削り調整。炭化ではなく板の全面

が黒色である。

25 曲物 II 4 7 X 18 3 XO 5 柾目 一部残存 曲物の側板。両端部折れ。中央部に樹皮で綴じた痕跡が

残る。

26 板材 11 14 9Xl 9X0 5 柾目 一部残存 両端部ともに折れ。一部に刃物による傷がある。

27 竹杭 II 24 8 径35 一部残存 片側端部は一方向からの削り。逆側端部は腐蝕。

28 竹杭 }} 13 7 径42 一部残存 片側端部は一方向からの削り。逆側端部は折れ。

29 竹杭 ）） 24 6 径4.6 一部残存 片側端部は一方向からの削り。逆側端部は折れ。

30 竹杭 II 45.0 径37 一部残存 片側端部は一方向からの削り。逆側端部は折れ。

31 曲物 II 12.8X3 0X0.3 柾目 一部残存 曲物の側板。両端部折れ。

32 曲物 II 13.0X3 2X0.5 柾目 一部残存 曲物の側板破片。

33 刀子の柄 II 8 3Xl.6X0.9 柾目 一部欠損 断面三角形状を呈し、内側に刀子をさした溝がある。内

部に鉄が残存。頭部残存。逆側部折れ。

34 曲物 II ①88X35X04 柾目 一部残存 曲物の側板の破片。③に桜の皮が残っている。

②4 6Xl 5X0.4 

③58X20X04 

35 漆椀 II 61X30Xl5 一部残存 椀底部の破片。内面に黒色漆確認。

36 曲物 II 69X34X04 柾目 一部残存 曲物側板の破片。各面は欠損。

37 銀 VI区新河 14.5X7.0X2 0 柾目 一部残存 鍬韮部。ナスピ型を呈すと思われる。断面中央部が厚く、

道 外側が薄くなる。

38 柄 VI区Ill附 9 5X6.2X3 8 分割 一部残存 柄端部の屈曲部残存。屈曲部には溝状の削り 込が入る。

39 自在鍵 II 20 ox10 sx2.9 芯持 先端欠損 強い角度で屈曲する。外面削り調整。端部に作り出しが

付く。

40 建築部材 II 106.2Xl0 6X5.0 分割 一部残存 片端部は柄状にえぐりが入り、方形状の穴が続く。 3穴

は確認され、さらに続いていたものと思われる。

41 角材 II 37.4X6 0X2 2 分割 一部残存 角材断面は不明瞭。両端部折れ。

42 角材 II 40 9X5 0X3.0 分割 一部残存 断面四方形状の角材。両端部折れ。
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II 木器観察表

番号 器 種 出土位置 長さ x幅x厚さ (cm) 木 取 遺存状態 加工形状の特徴

43 加工木 VI区Ill層 20.6 X 6 6 X 5 5 分割 一部残存 中央部は断面円形状を呈す。両端部は断面三角形状を呈

し、砧の可能性あり。両端部は折れ。

44 角材 II 27.0 X 5.1 X 4.6 分割 一部残存 断面四角状の角材。片端部は一方向から削り痕残る。逆

端部折れ。

45 丸木弓 II 102 5 X 2 7 X 2. 2 丸木 一部欠損 片端部は中央部を削り細く調整している。逆側端部は削

り調整。先端部は炭化している。

46 加工木 II 24 5Xl0 2X8.9 分割 一部残存 上 ・下面平坦面を持つ。

47 二股鰍 II 17.8 X 13. 5 X 0.8 柾目 一部残存 二股に分かれる一部から基部残存。表裏平坦に削り調整。

48 柄 II 51 6 径35X3 1 割り材 一部残存 断面円形に外面調整。両端部折れ。

49 板材 Ii 22 5 X3.0 XO 3 板目 一部残存 両端部折れ。両面平坦に調整。

50 横銀 II 6 0Xl4.7X2 9 割り材？ 一部残存 横銀中央部柄の装着孔残存。外形は欠損。

51 加工品 ｝｝ 7 5Xl.8Xl 7 柾目 一部残存 断面四角形に四面平坦に調整。片側欠損。片側出柄残存。

52 刀子の柄 II 11 lXl 3X0 8 板目 一部欠損 断面楕円形を呈し、片側欠損。片側直交に茎穴が長く入

り、縁金具の痕が明瞭に残る。

53 加工品 II 14.0X (4.1・2.4) Xl 2 芯持 一部残存 片側両側面から先端に向かい削り。太端部出柄状に両側

から削り。柄部欠落。

54 刀の柄 II 18 2 X 3 5 X 1 5 柾目 一部欠損 兜金は削り出し、懸通の円孔を付す。茎穴に錆がなく、

目貫もないことから、実用ではなく、奉納刀の可能性が

尚い。

55 銀 II 31.2Xl2.7Xl 4 柾目 完形 表裏平坦に削り、先端部両方向から削り 、柄を入れる穴

残存。基部の両隅に円孔各 1。

56 曲物 II 20. 3 X 2. 3 X O. 2 柾目 一部残存 両面平坦に薄く削り 、両端部欠損。中央部に小孔。

57 アンギン II 9.6Xl 6X0.5 柾目 一部残存 両端欠損。片側に山形の削り込みが入る。碁部にややこ

編み部材 げ痕あり。ささらの可能性あり。

58 加工品 II 4.0X径97~2.8 獣骨（角） ほぽ完形 断面円形に外面調整。片側から円孔（柄穴）が入る。

59 漆椀 II 口径70~8 0 底径5. 板目 ほぼ完形 帷轄挽き。楕円形状の器形を呈し、内外面削り調整。内

0~8.0 高2.1 外面全面黒漆。

60 漆椀 II 底径58 板目 ほぼ完形 観櫨挽き。内外面削り調整。底部内外面削り痕残る。内

外面全面黒漆。

61 椀 II 底径64 板目 底部残存 観櫨挽き。内外面削り調整。漆無し。

62 漆椀 II 板目 一部残存 輔轄挽き。内外面削り調整。底部剥落。内外面黒漆。

63 漆椀 JI 底径95 柾目 底部残存 輔轄挽き。底部表裏両面削り調整。底部に「井」の字状

線刻あり。内外面黒漆。

64 漆椀 II 板目 一部残存 輔櫨挽き。内外面削り調整。内外面黒漆。

65 漆椀 II 底径78 板目 ％残存 輔鑢挽き。内外面削り調幣。外面回転削り痕。底部以外

内外面黒漆。

66 漆椀 II 底径8.3 板目 底部残存 轄櫨挽き。底部高台。平坦。底部削り痕。内外面黒漆。

67 漆椀 II 口径13.4底径8.2高 板目 一部欠損 輔轄挽き。内外面削り調整。底部以外内外面黒漆。

4.2 

68 人形 VI区 13.3Xl 7X0.3 柾目 完形 人形を呈し、頭、胴、脚が二又になる。顔に髪、目、ロ

2号河道 鼻が墨で描かれ、胴上部に「桧女」の墨書。

69 人形 II 13. 7X0 6~ 柾目 1部欠損 人形を呈し68同様頭部に顔が墨で描かれる。体部片側欠

l.7X0 l~0  2 損。

70 人形 II 7.0X2.3X0.3 柾目 上半残存 人形を呈し71• 72同様顔の形を墨描き。胴部以下大半は

欠落し胴部欠けている。

71 人形 II 14 1Xl.4X0 3 柾目 ほぽ完形 頭部軸に両側からえぐり入る。胴部、足部の折れは、取

り上げ後のもの。

72 人形 VI区III層 19 1 X 1 6 XO 2~0 3 柾目 ％残存 人形を呈し、頭部、片足欠落。両面平坦に調整。

73 斎串 II ll.6Xl 5X0 3 柾目 一部残存 片側方向に向かい削り、先端をとがらせてある。

74 斎串 11 13 8X2.3X0 4 柾目 完形 表裏平坦に削り調整。下部両側から削り。上部両側断面

に2ケ所計 4ケ所の削り込み。

75 船形木製 VI区 56.7X5 9X（高）3.7 分割 完形 船首に横方向、船尾に縦方向の円孔があく。船尾はえぐ

品 As-C層 りを入れて二股に造り出し、上面には船体に直交する段

下水田 l を造り出す。 1木造りで船体を考LJって粗緻に仕上げてお

号溝 り、全体のバランスも良く、実際に水面に浮くことが可

能である。

76 馬形 VI区 12 8 X 1~2 8X0.9 柾目 ほぽ完形 両端部削り調整。 二山の突出部を造り出す。縦方向に 3

木製品 2号河道 本の木釘が打ち込まれており、中央突出部間の 1本は下

方にぬけているが、欠損している。左側の 1本は貫通し

ておらず、右側の 1本は孔のみで木釘はない。木釘はい

ずれも頭部を造り出し時に削られている。
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II 木器観察表

番号 器種 出土位置 長さ x幅x厚さ (cm) 木 取 遺存状態 加工形状の特徴

77 刀形 VI区 16.4X2 3X0 6 板目 一部残存 片面は平坦で断面カマボコ状を呈す。片側は細く削り調

木製品 3号河道 整。両面ともにス レ痕が認められる。

78 琴柱形 II 8 5X3 lXl.0 柾目 一部欠損 琴柱形を呈し、両側は曲線をなす。外面はきれいに調整

木製品 が入る。中央部凸部に縦方向に孔が入り貫通はしない。

79 木簡状 VI区III層 13.6Xl 3~] 8X0.5 柾目 一部残存 表裏面平坦に調整。片側欠落。片端部両側からえぐり入

木製品 り端部はカット。文字は見えない。

80 加工品 VI区 7.7X2.3X0 4 板目 一部残存 表裏両面平坦に調整。片側は欠落。残存端部両側からえ

3号河道 ぐり入り細くなる。中央部に孔があり貫通していない。

81 横櫛 VI区III陪 5 87X2 8X0 8 板目 一部残存 基部から櫛部へ薄くなり、歯が付く。基部調整。

82 木鏃 VI区VI陪 10.25Xl 5X0.7 柾目 先端部残存 断面楕円形を呈し、先端部、柄部削り痕。

83 曲物底板 Vl区 径156原II 板目 ほぽ完形 表面平坦に調整。内面周囲を溝状にえぐり巡る。外面に

5号河道 墨書「泉十四」。墨書の線の一部はなぞったように傷が入

る。 4ヶ所に桜皮の綴じ紐が残る。

84 加工品 VI区 2 2Xl.7Xl.2 柾目 一部残存 外側きれいに調整が入る。片端部はカット。えぐり部で

2号河道 欠損している。

85 曲物 底板VI区 29 5Xl.5X0 9 柾目 一部残存 表裏平坦に削り調整。内面に削り痕明瞭に残る。 2ケ所

1号河道 に樹皮でとめた痕。

86 糸巻状 II 12 5 径30~3 5 丸木 ほぼ完形 外面全面面取り 、中央部細くなる。両端部平坦にカット

木製品 してある。

87 曲物側板 II 13,5X3 5X0.3 柾目 一部残存 表裏両面平坦に薄く削り調整。両端部折れ。

88 曲物側板 II 17 3X3.0X0.2 柾目 一部残存 表裏平坦に削り調整。両端部折れ。 2ケ所樹皮でとめた

痕。

89 曲物側板 JI 10 2x3 sxo.2 柾目 一部残存 曲物側板。表裏平坦に削り調整。両端部折れ。

90 板材 ｝｝ 11 0X3 5X0.2 柾目 一部残存 表裏両面平坦に薄く削り調整。両端部折れ。

91 曲物杭 II 25 0径1.5~21 分割 一部残存 外面面取り調整。片端部削りとがらせてある。逆端部カッ

ト。

92 曲物側板 VI区 21 7Xl 5X0 2 柾目 一部残存 曲物の側板。表裏面蒋く平坦に調整。両端部は摩滅して

2号河道 いる。

93 加工品 II 7 8X3.3Xl 4 丸木 一部残存 外側丁寧な調整入る。片端部欠落損片端部は曲線状に調

整。中央部に木製目釘。

94 板材 II 10.0Xl 3X0.35 柾目 一部残存 苅い板材。表裏平坦に調整。四面はすべて折れ。

95 くさび II 10.3X径10~2 5 柾目 一部残存 断面楕円形に、外面丸く調賂。片端部折れ。逆端部は削

状木製品 りとがらせてある。

96 加工木 II 23.0 径約5.0 丸木 一部残存 断面円形を呈す。片端部折れ。逆端部両方向から削り。

削り面に直交しえぐり入る。

97 加工木 II 19.0X4.2X3 5 丸木 一部残存 丸木。外面に一部樹皮が残る。片端部は折れ、逆端部は

一方向より段をもつ斜めの削り。

98 板材 II 23 8X2.7X0 4 柾目 一部欠損 表裏平坦に調整。片端部は欠損。片端部斜方向に削り調

整。 2ケ所に木製釘残る。曲物の底板？

99 加工品 II 19.SX径約1.0 柾目 一部残存 外面多面に面取り。片端部斜めにカット。逆端部折れ。

100 板材 II 14 2X0 9X0.5 柾目 一部残存 断面カマボコ状で片側は平らに削り込んである。逆端部

は折れ。

101 曲物側板 II 厚さ0.2~03 柾目 一部残存 一本の状態で出土。薄く仕上げてある。

幅約1~15 

102 丸材 II 72.0 X 4 4 X 3 2 丸木 一部残存 断面楕円形を呈す。両端部折れ。

103 角材 II 47,0X4.0 分割 一部残存 断面四角形状に面取り。両端部折れ。

104 弓 II 8 9Xl.8XQ 7 丸木 ほぽ完形 断面楕円形を呈し、両端部に弓5耳を造り出す。

105 加工材 II 44. 0 X 6. 1 X 2 1 板目 一部残存 断面楕円形を呈す。片端部サケ、片端部斜めに削り出し

ている。

106 柄 II 32.5径約24~2 8 丸木 一部残存 断面円形を呈す。片端部折れ。逆端部折れているか。

107 柄 JJ 32 4 X 2.8 X 1 4 丸木 一部残存 断面楕円形を呈す。片端部折れ。逆端部丸く削り調整。

108 加工木 II 48 7 X 3 8~4. 5 X 1 分割 一部残存 外面削り調整。両端部折れ。

2 ~3.2 

109 角棒 II 46.2X4 ox2 1 分割 定形 断面長方形。外面削り調整。両端部削り。

110 角棒 II 125 4X5.0X3 2 分割 一部残存 断面四角形状を呈す。片端部折れ。逆端部両側から斜め

方向に削り。

111 建築部材 II 45 0X8.5X5 0 柾目 一部残存 角材状中央部に方形の孔。片面に刃状で二条切り口が入

る。両端部折れ。

112 曲物側板 枢 3号河道 7 ox2 oxo.2 柾目 一部残存 表裏平坦に薄く削り調整。両端部折れ。

113 曲物側板 II 10 sx3 oxo.6 柾目 一部残存 表裏平坦に削り調整。両端部は面取り。

114 曲物側板 ＂区4号祠道 7 4 X 2 1 XO 05 柾目 一部残存 表裏平坦に削り調整。穴は加工ではない。
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II 木器観察表

番号 器種 出土位置 長さ x幅X厚さ (cm) 木 取 追存状態 加工形状の特徴

115 加工品 Vl区 13 6X3 6X3 0 分割 一部残存 外面削り調整。片端部丸く調整。逆端部一方向から削り

5号河道 落としてある。

116 加工品 V1区3号河道 8 0X6.0X3 0 丸木 一部残存 断面桁円形を呈す。外面丁寧に面取り。片端部折れ。

117 曲物底板 II 12 3X5 2X0.5 柾目 屍残存 表裏平坦に削り調整。内側は外周に沿い削りが巡る。

ll8 板材 II 8 0X3.3X0 6 板目 一部残存 表裏平坦に削り調整。両端部は折れ。

119 火切り臼 II 4 5Xl.6X0 5 柾目 一部残存 火切棒のあたる部分丸く残存。小枝を使用したもの。

120 弓 VI区 19.0X径2.2~32 丸木 一部残存 外面削り調整。片端部折れ。片端部に弓張を造り出す。

5号河道 一部に黒色漆が残こる。

121 丸杭 1/ 163 5径約90 丸木 一部残存 断面円形に調整。片端部折れ。逆端部片側から柄状に削

り出してある。

122 丸杭 II 36.0 径約4.5 丸木 一部残存 外面調整あまり入らず。片端部折れ。逆端部数方向から

削りが入りとがらせてある。外面樹皮残る。

123 角材 VI区Ill層 14 ox1 6X0.7 板目 一部残存 断面三角形に外面調整。両端部折れ。

124 曲物底板 VI区III眉 18 3 X 3.0 X 1 6 板目 一部残存 表裏平坦に調整。曲物の底板と思われる。両端部同心円

状にカーブする。

125 板材 II 21 0X2.7Xl.5 板目 一部残存 表裏平坦に調整。両端部折れ。

126 板材 II 17.8X3.2X0 4 板目 一部残存 表裏平坦に薄く調整。片端部折れ。逆端部斜めに削り調

整。

127 曲物底板 I/ 32 5 X6.0 X 1 Q 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。曲物の底板と思われる。両端部同心円

状にカープする。

128 板材 II 17.8X2 8Xl 0 板目 一部残存 表裏平坦に調整。両端部折れ。

129 組物 II 9 8X3.6Xl 0 板目 一部残存 断面四角形に外面調整。片端部折れ。逆端部片側から削

り入り中央部に貫通孔。

130 組物 1/ 19.0X4 0X2.0 板目 一部残存 断面四角形を呈し、外面調幣。片端部平坦にカット。逆

端部出柄状に削り出してある。片側から二段にわたりえ

ぐり入る。

131 範き枠木 II 32 8 X 3.0 X 2 3 分割 ほぼ完形 断面円形に外面調整。 2ケ所は山形に突き出す。この部

分片側から方形にえぐり入り、貫通孔があく。逆側からは

欠損のため不明。両端部丸く調整。丁寧に仕上げてある。

132 ナスビ型 VI区VI層 59 4Xl4 lXl 3 板目 完形 ナスビ型を呈す。先端部両面から削り調整。片面は削り

鍬 調整痕残る。

133 板材 II 52. 4 X 12 0 X 4. 0 柾目 一部欠損 表裏平坦調整。両端部ともに面取りしてある。

134 鍬 II 74.]X5 0 •17.0XO 柾目 柄部と先端 鰍先部表裏平坦に調整。先端は基部より薄く仕上げてあ

5~3 0 部一部欠損 る。基部は両側からえぐり入る。基部から柄部は断面四

角形状に調整。

135 鍬 II 29.3X 8 5 X 2 6 柾目 一部残存 太端部は平坦に調整。細端部断面四角形状に調整。中央

部は細端部に向かいえぐり込み。両端部折れ。

136 鋤 II 59. 6 X 13. 0柄部3.5X 柾目 一部欠損 鋤部表裏平坦に削り調整。先端部折れ。柄部断面丸く調

1 5 整。基部折れ。

137 柄 1/ 63 0 X 2 0~5.0X2 0 柾目 一部欠損 片端部幅 5cmの太部分があり先に断面四角形の柄を作り

出す。細先端部は折れ。太端部は欠損。

138 鍬 II 68 0 X 7.2 X 1 8 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。ナスビ型鍬の部分的残存。基部先端部

折れ。

139 杵 II 43 0 X 10. 0 X 5. 0 分割 一部残存 たてに割れている。竪杵であろう。太端部丸く使用痕。

細端部折れ。外面削り痕残る。

140 板材 II 31 3X7 4X0 9 柾目 一部残存 表裏両面平坦に調整。両端部折れ。

141 加工品 II 36. 7 X 4. 9 X 1. 0 柾目 一部欠損 表裏平坦に調整。片端部貫通孔 5ケ所。逆端部欠損。炭

化している。片側から曲線状にえぐり、逆側は四角形状

のえぐり入る。

142 梯子 JI 265 8 X 15 4 X 9. 0 丸木 一部残存 足かけ 5カ所上部は平坦に下部は丸く削り出す。全面削

り調整。片端部折れ、逆端部カットしてある。

143 柄ぶり II 53 8Xl4.6Xl 8~2 8 柾目 完形 表裏両面削り痕残る。中央に柄を入れる孔。柄の部分周

囲高くなる。各断面面取り。

144 柄 II 55 5 X 2.5~7 0 X3 5 柾目 一部残存 四角状に外面削り調整。片端部折れ。逆端部えぐり入る。

外面火を受けている。

145 柄 ｝｝ 64. 9 X 17 4 X 3 4 丸木 完形 基部断面円形に外面調整。装着部削り痕残る。多面形の

面取り。基部折れ。

146 横杵？ II 31 5 径7.4~9.4 分割 一部残存 断面楕円形を呈す。片端部折れ。逆端部丸く調整してあ

る。

147 加工品 II 34. 7 X 2 0~4. 9 X 0 柾目 一部欠損 表裏平坦に薄く整形。幅の広い端部折れ。細端部は丸く

3 ~0.8 面取り。

148 板材 II 44 0 X 10 0 X3 0 柾目 一部残存 表裏平坦に整形。片端部面取り。逆端部片側柄状のもの

出る。先端は折れ。
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番号 器種 出土位樅 長さ x幅x彫さ (cm) 木 取 追存状態 加工形状の特徴

149 柄 II 70.3 径7.5~34 丸木 一部欠損 柄部断面円形を呈し、先はくの字に曲がる。外面丁寧に

削り調整。両端部折れ。先部の曲部は丸く削り出してある。

150 竪杵 II 93.0 径2.8~9.0 分割 完形 断面やや楕円形を呈し、中央部細くなり、両端部使用し

たように丸くなっている。

151 竪杵 II 40 6X9.3X7 0 分割 一部残存 断面太部楕円形。細部円形を呈す。外面削り調整。太端

部丸く調整。細端部折れ。

152 糸巻状 II 17 7 径80~8 5 丸木 一部欠損 断面楕円形状を呈す。中央部に断面V字形に切り込み入

木製品 る。両端部は丸く削り調整。

153 杵 II 18 5 径5.7~42 丸木 一部残存 断面ほぽ円形を呈し、太端部丸く調整。細端部折れ。

154 横槌 II 34.1 径8.3 分割 一部残存 太部断面長円形を呈し、中央部使用痕。くぼんでいる。

先端丸く調整。柄との接合部片側から削り込んである。

柄は断面円形で外面調整。先端部折れ。

155 木製品 II 30 5 X 3 4 XO 8 柾目 完形 表裏平坦に調整。 7ケ所貫通する孔。両端部は出柄状に

両側から削り。

156 糸巻状 II 15 8 径63 丸木 完形 丸木外面を調整。両端部は削り痕残りほぽ平坦に調整。
木製品 中央部に両方向から削り込み。

157 糸巻状 VI区VI陪 16 5 径75~8 7 丸木 一部欠損 断面楕円形を呈す。中央にU字形の切り込み入る。両端
木製品 部は平らに近く調整。

158 横槌 // 43 4 径約55 丸木 一部欠損 外面丸く細かく面取りしてある。細端部は折れ。太端部

細かく面取り。

159 加工品 II 28.1X4 6X3.6 柾目 一部残存 断面楕円形で中央部が太い。片端部折れ。逆端部細く端

部が太くなる。またさらに先に細い部分折れ。

160 組材 II 53.2Xl3 5X2.6 割り材 完形 断面四角形に外面丁寧な調整。両端部面取り。四角形の

貫通孔 2ケ所。

161 組材 II 40.QX25 4Xl.0 柾目 完形 L字形を呈し表裏平坦に丁寧な挫形。周囲に孔が貫通す

る。各端部丁寧な面取り。

162 剖物容器 II 20.0 分割 一部残存 中をくり抜いた盤状。内側へりに段をもつ。

163 ャットコ II 26.6 厚さ 17 分割 ほぽ完形 ヤットコ状の器具。断面円形を呈す。基部に 2孔目釘状

？ 木製釘が打ち込んである。

164 織具 II 40.8X4.2X2 2 分割 一部欠損 機織具の部品。断面四角形状で片端部折れ。逆端部両側

から削り込んである。

165 柄 II 直棒部75径2.0 分割 一部残存 まっすぐな部分は断面円形。他は四角状。全体を丁寧に

（把手？） 曲がり部厚2.5 仕上げてある。

166 部材 II 43. 7X7 4~8. 4 X 1 板目 一部欠損 表裏平坦に調整。片端部中央に四角形状のえぐり逆端部
0~1 5 折れ。貫通する孔 2ケ所。

167 部材 II 69.0X6.0X0 8~2.0 板目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部折れ。逆端部柄状にえぐりが入

り、柄側中央に削り込んである。

168 加工品 1/ 35 5 X 6.0 X 1 8 柾目 ほぽ完形 断面楕円形に外面を丁寧な仕上げ。片端部は丸く整形。

逆端部両側から削り整形。

169 板材 II 79 0 X 6.0X 1 2 板目 一部欠損 表裏平坦に調整。両端部カット。

170 角材 II 78 6X3.2~6 5 X 2. 木心持ち 一部残存 角材のさけたもの。 2面直角状に整形した部分残る。両

0 ~3.2 端部折れ。

171 板材 II 79 2Xl0.8X3 0 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。端部折れ。

172 角材 II 82 7 XS l X 3.5 柾目 一部残存 断面四角形の角材。両端部折れ。外面炭化している。

173 板材 ｝｝ 183 5Xl0 0Xl 9 柾目 一部欠損 表裏平坦に調整。両端部斜めに切り落としてある。また

浅い切り込みが入る。

174 柄 II 65.5 径3.0~4.1 丸木 一部残存 断面楕円形に外面調整。両端部折れ。

175 加工品 ｝｝ 74 8X3.l~8 7 X 1 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部折れ。逆端部斜めに切り落とし、

9 ~2.5 下にえぐり入る。

176 板材 II 26 5 X3 4 X 1.4 柾目 一部残存 表裏平坦に整形。両端部折れ。

177 部材 11 19.5X 15.QX2 0 柾目 完形 ゆがんだ四角形。表裏平坦に整形。各断面面取り。丁寧

に仕上げてある。

178 板材 II 18 5 X 10 7X 3 9 柾目 一部残存 断面ゆがんだ四角形状を呈し、両端部面取り。片面から

目釘状の穴貫通せず。

179 加工品 II 51 6Xl.7~2 0 X 1 分割 一部残存 片側に切り込みが入る。逆側は加工痕なし。両端部折れ。

0 ~6.5 部分的に炭化している。

180 加工品 II 45 oxg 5X3.0 柾目 一部欠損 表裏面平坦に削り調整。細端部は折れ。逆端部出柄状に

削り出してある。柄部は丸く調整してある。

181 部材 II 40 ox11.ox1 o 板目 一部欠損 表裏平坦に削り調整。両端部折れ。表裏面貫通して長方

形の孔 3ケ所。

182 加工材 II 26 ox12.oxs.o 分割 一部残存 外面明確な加工痕あり。片端部折れ。逆端部は削り面、

面取り。

59 



II 木器観察表
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183 鎌の柄 II 32 0 径25 柾目 一部欠損 断面楕円形を呈し外面丁寧に幣形。片端部折れ。逆端部

やや太く、端部面取り。

184 角棒 II 61 5X6.0X2 5 丸木 一部残存 断面四角形状に整形。両端部折れ。

185 加工材 II 88 7Xl6.0Xl4 9 丸木 一部欠損 断面円形を呈し、外面部分的に樹皮残る。片端部平坦に

調整。逆端部削り出してとがらせてある。

186 板材 II 46.5X9.5X0 7 板目 完形 表裏平坦に調整。両端部カット。

187 加工品 II 74.0X5.5Xl 5 柾目 一部残存 片側は断面楕円形を呈し、逆端部はヘラ状に平坦に調整

してある。丁寧な調整。両端部折れ。

188 角材 1/ 80 2 X 5.9 X 3 0 分割 一部残存 断面四角形に外面丁寧な調整。両端部折れ。

189 板材 II 53.7Xl2 8X3.2 柾目 完形 表裏平坦に調整。両端部面取り。

190 部材 II 111 1Xll.8X9 2 丸木 一部欠損 丸木材のままあまり加工痕はみられない。両端部丸く削っ

てある。

191 板材 II 23 0Xl2 8X2.2 割り材 一部残存 表裏平坦に調整。片端部折れ。逆端部面取り。

192 柄 II 57.5 径2.0 丸木 一部残存 断面楕円形を呈す。片端部折れ。逆端部欠損。面取り部

一部残る。

193 柄 II 46 9X2.5X2 0 分割 一部残存 断面円形に外面ていねいに調整。両端部折れ。

194 柄 II 49 3 径2.4~25 分割 一部残存 断面円形状に外面調整。片端部は丸く削り調整。逆端部

折れ。

195 柄 II 46 0 X5.5 X2 7 分割 一部残存 断面円形を呈し、外面調整。片端部カット。逆端部折れ。

196 角材 VI区VI層 68 3 X 5.5 X 3 5 分割 一部残存 断面三角形を呈し、外面調整。片端部先端を丸く削り出

してある。逆端部折れ。

197 柄 II 39 0 X 1.9~4 0X2.5 分割 一部残存 両端部は折れ。太端部は断面長方形。細端部は円形を呈

し、外面を丁寧に調整してある。

198 割り材 II 94.0Xl3 5~16 0X2 割り材 一部残存 分割材で外面あまり加工はない。片端部折れ。逆端部カッ

5~7 2 トしてある。

199 板材 II 69. 1 X 20. 0 X 1. 5 柾目 一部欠損 表裏平坦に削り調幣。片端部はカット。逆端部折れ。

200 板材 II 72.5X7 2Xl 0 板目 完形 表裏平坦に調整。両端部カット。

201 柄 II 64 8X 5 0 X 2.4~3 4 丸木 一部残存 丸木を外面調整。両端部折れ。

202 部材 I} 327 0X7 3~8 7 X 1 分割材 一部残存 分割材中心側を平坦にしてある。両端部折れ。片端部は

7 ~3.2 炭化している。

203 角材 /} 48 5X2 0X0.7 柾目 一部残存 断面四角形状で細く面取りしている。片端部折れ。逆端

部折れ。先端に斜めに削り面取りしてある。

204 柄 Ii 104 0 径約40 丸木 一部残存 断面楕円形を呈し、外面丁寧に仕上げてある。片端部折

れ。逆端部丸く削り、端部近く両側から斜めに削り込ん

だえぐりが入る。

205 加工品 II 29 0 X 8 5 X5.3 分割 一部残存 断面楕円形に外面調整。両端部折れ。

206 板材 II 19 7X5.1Xl.0 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部カット。逆端部折れ。

207 梯子 II 52.6 X 13.3~15 4 X 3. 割り材 一部残存 梯子のステップ 1ケ所の破片。表裏粗く削り、ステップ

8 ~8.4 部切り込み入る。両端部折れ。

208 加工品 II 47 1X4 6Xl.7 柾目 一部残存 断面四角形に丁寧に調整してある。両端部折れ。

209 組物部品 II 29. 2 X 2. 5 X 1. 8 柾目 一部残存 断面楕円形に外面丁寧に幣形してある。片端部は折れ。

？ 逆端部刃先状に整形。細くなる部分に縦方向に2sxo 3 

の長方形状の孔がある。

210 曲物 II 10 5X9 5X0 4 柾目 一部残存 表裏平坦に整形。曲物の底板か。 一部円形の曲線部残る。

211 板材 II 10 9X5.8Xl 5 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。両端部折れ。

212 柄 II 40 0 X 4.5 X 3 2 分割 一部残存 断面楕円形を呈し、片端部折れ。逆端部丸く調整してあ

る。

213 部材 II 30 0 X 6.5 X 1 5 板目 一部残存 表裏面平坦に削り痕残る。片端部折れ。逆端部削り出し

てある。

214 角材 II 48.0X3.0X2 0 板目 一部残存 断面四角形を呈す。外面丁寧に面取り。片端部折れ。逆

端部面取り。

215 丸材 I} 91.1径73 丸木 一部残存 断面不定楕円形を呈し、外面部分的に削り痕。両端部折

れ。

216 加工材 II 62.5X 7 0 X 4 5~6.5 丸木 一部残存 断面楕円形を呈し、外面丁寧に面取りしてある。

217 角材 ｝｝ 139 0 X 10.1 X 5 1 分割 一部残存 分割材の外面を面取り調整。片端部に片側から削り込み。

逆端部は折れ。

218 柄？ JI 107 5X5.0~7 0 X 2 割り材 一部残存 芯持ちの半戟で外面削り調整。片端部は半円形を呈し、

0~3 5 逆端部は平坦に削り調整。両端部折れ。

219 柄 II 55 0 X 2 5~3.0XO 8 分割 一部残存 表裏平坦に整形。片端部折れ。逆端部やや幅広く表裏両

面から削り丸くしてある。

220 角材 II 57 5X2.3~3 3X 1 9 分割 一部残存 断面四角形状に調整。両端部折れ。

221 加工品 /} 38 3X2.0Xl 0 分割 一部残存 断面四角形状に外面調整。片端部折れ。逆端部削り調整。
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222 柄 II 42 5 X 2 5 X 1 0 分割 一部残存 断面楕円形を呈し、外面丸く調整。両端部折れ。

223 角材 II 86 0 X 7 2 X 2 3 割り材 一部残存 断面カマボコ状で平坦部をもつ。加工痕明瞭でない。両

端部折れ。

224 板 II 35 5 X2.5X O 4 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部折れ。逆端部カット。

225 加工品 II 52 4 X3.8 X 2 6 丸木 一部残存 断面楕円形を呈し、外面丁寧に調整。両端部折れ。

226 板材 II 15 5Xl2.0X2.0 柾目 一部残存 表裏平坦に整形。片端部欠損。逆端部折れ。

227 板材 II 25. 5 X 8. 2 X 1. 8 柾目 一部残存 表裏平坦に整形。片端部折れ。逆端部面取り。

228 丸棒 II 31.8X5 2X4 5 丸木 一部残存 断面ほぽ円形を呈し、片端部折れ。逆端部は片方向から

斜めに削り。

229 板材 II 37.0X2 5Xl.0 板目 一部残存 表裏平坦に整形。太端部折れ。細端部折れているが 1ケ

所に三角形の切り込みが入る。

230 加工品 JI 30.0X2 7X0.6~1 0 柾目 一部残存 断面三角形状を呈す。片端部折れ。逆端部両側から削り

出してある。

231 角材 ｝｝ 30.2X2.0Xl 0 柾目 一部残存 断面三角形を呈す。両端部折れ。

232 角材 II 54.1 X 8 0~10.5X5.0 割り材 一部残存 断面四角形に四辺平坦に調整。両端部折れ。

233 柄 II 45.7X4.1Xl 5 丸木 一部残存 断面楕円形につぶれている。一方折れ。

234 柄先 II 4 7X3.0X2 4 分割 一部残存 断面四角形を呈し調整。柄の先端部と考えられる。片端

部は折れ。

235 加工品 II 34. 8 X 5 2 X 1. 2 板目 一部残存 表裏平坦に調整。両端は丸く整形している。外面全体が

火で焼け炭化している。

236 棒 II 26 0 X 5 5 X 4 0 分割 一部残存 断面六角形状に面取り。片端部折れ。逆端部丸く調撒し

てある。

237 板材 V]区V]層 28.0X 3 5 X 1 3 板目 一部残存 表裏丁寧に整形してあり両端部折れ。細長く端部に残る

部分の先端は整形してある部分が残る。

238 組材 II 21 0X3.2X0.8 板目 一部残存 表裏平坦に整形。片端部折れ。逆端部斜めに削り落とし

てある。 5ケ所に貫通する孔あり。

239 板材 II 20.5Xl0 3X3.4 柾目 一部残存 表裏両面平坦に調整。片端部カット、面取り。逆端部折

れ。

240 角材 II 14.5X6 1X2 8 板目 一部残存 断面長方形に外面丁寧な削り調整。両端部折れ。

241 部材 II 4.6X3.2X2.4 柾目 一部残存

242 板材 II 18 0Xl4 0X3.0 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。半円形状を呈すが、直線部のみ面取り

がしてあり他は加工痕不明。

243 皿状容器 II 23.6Xl3.3X3.3 割り材 一部欠損 皿状に内側はややくぽむ。内外面丁寧に調整。片端部表

裏から削り調整。逆端部折れ。

244 板材 II 17 5X5.2X3 4 分割材 一部残存 断面三角形を呈す。三面平坦に調整。両端部折れ。

245 板材 II 17.8X6.1Xl 9 柾目 完形 表裏平坦に調整。両端部面取り調整してある。

246 織機部品 II 24.5X 3 0 X 1 0 柾目 完形 断面半円形に丁寧に整形。片端部両側から削り込み、逆

？ 端部丸くえぐり入る。

247 加工品 II 18.0 径約6.5 分割 完形 断面多角形状に面取り状に削り、両端部も面取り状に削

り、ややとがらせてある。

248 板製品 II 23 1X8.QX3.6 柾目 一部残存 表裏両面調整している。片側面取り、両端部は折れ。片

方は炭化している。

249 加工品 1/ 22 5X7.5Xl 0 柾目 一部残存 表裏平坦に薄く調整してある。片端部は折れ。逆端部斜

めに削ってある。

250 加工品 II 27. 0 X 4 8 X 1 9 柾目 一部残存 外面ていねいに調整。曲がる部分に削り込み。片端部折

れ。逆端部削り出してある。

251 割り材 11 43 9X3.5X2 0 分割 一部残存 外面削り調整。両端部折れ。

252 加工品 II 40 3X3.8X2 0 分割 一部残存 断面楕円形を呈し、外面丁寧に調整。両端部折れ。

253 舟形容器 II 32 0 X 7.2 X3  0 分割 一部残存 舟形容器の破片。内側を丸く整形。外側に脚が 1つ残る。

一部炭化している。

254 加工品 II 35. 9 X 2. 6 X 1. 1 板目 一部残存 断面薄く外面削り痕面取り丁寧にしてある。片端部折れ。

弓？ 細端部先端部弓先状に削り出してある。

255 加工品 JI 52.0X4.4Xl 5 板目 一部残存 断面長方形を呈し、両面平坦に削り調整。両端部折れ。

織機部材 細端部は片側からえぐり入る。

256 柄 ｝｝ 18.9X5  0X2 6 丸木 一部残存 断面楕円形状に外面整形。片端部は丸く面取り。逆端部

は片側から切り込みあり、そこから折れ。

257 部材 II 18.0X7.5X2 8 柾目 完形 断面三角状を呈し、先端部部分的欠落。各断面は面取り

してある。

258 柄？ II 15, 4 X 2, 7 X 1 0 丸木 一部残存 明確な加工痕は認められないが、柄の可能性あり。両端

部折れ。

259 加工品 JI 12 5X3.0Xl 5 柾目 一部残存 表裏平坦に丁寧な調整。片側はえぐり入り斜めに切り落

とす。下方に延びる部分折れ。逆端部折れ。
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260 織機部品 II 17.3X4 lXO 9 割り材 一部欠損 表裏平坦に調挫。片端部斜めに面取り。逆端部片側から

？ えぐり、逆側から切り込み入り、先端部は折れ。貫通孔

4ケ所。

261 加工品 II ll.8X4 2Xl 2 板目 一部残存 円孔あり。

262 板材 19 5Xl0 OXl 7 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。 1ケ所に貫通する孔。両端部折れ。

263 不明木製 柄79.5径30先部23. 柄丸木 一部欠損 先部は平坦に薄く調整。柄を装着する穴半分欠損。両端

品 3X8.3X0 5~2.0 先柾目 部は折れ。柄断面円形に外面調整。片端部は折れ。逆端

部先を丸く削り出してある。出土時はこの丸い部分が穴

に装着されていた。

264 加工品 II 23 0 X 5 2 X 3 0 板目 一部残存 表裏面平坦に整形。片端部折れ。逆端部片細から元ぐり

が丸く入る。

265 角材 II 32.0X3 5X0.6 分割 一部残存 断面三角形に外面面取り。両端部折れ。

266 丸材 II 128 4X7.4X6 1 丸木 一部欠損 断面円形で外面樹皮が残る。外面は加工痕なし。片端部

折れ。逆端部削りとがらせてある。

267 板材 II 17.6X4 6Xl.l 板目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部カット。逆端部折れ。

268 角材 II 49 3X9 0X6 2 分割 一部残存 断面四角形状に四面平坦に調整。両端部折れ。

269 丸杭 II 43 8径40 丸木 一部残存 断面円形を呈す。片端部二股に分かれ折れ。逆端部多方

向から削り出している。

270 加工品 ｝｝ 45 0 X 4 0 XO 9 柾目 完形 表裏平坦に整形。片端部表裏両面から削り調整。逆端部

丸く面取り。

271 横槌 VI区VII層 29 9 X 2 5~7 5 X 丸木 一部欠損 断面円形に外面調整。先端部平坦に分割調整。柄部断面

27~5.5 円形に丁寧に調整。先端部折れ。やや炭化している。

272 加工品 1/ 31 4 X 6 3 X 2 2 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。削り痕残る。両端部折れ。

273 加工品 II 455Xl.8~4 7 X 1. 柾目 ほぼ完形 用途は不明。あぎめん丁寧に調整。細端部に片方向から

0 ~2.0 断面四角形にえぐり入る。又鍬の再調整か。

274 加工品 Vl区VI層 69 0Xl8.0X2.0 柾目 一部欠損 表裏平坦に調整。削り痕残る。両端部とも両側から削り

込んである。片端部先端部四角形状の出柄。逆端部は折

れ。

275 加工品 JI 47 7 X 2 2~6 2X2.5 割り材 一部残存 断面不定三角形を呈し、外面調整。両端部は細くなり先

端部折れ。

276 角材 II 38.0X9.0X7 0 分割 一部残存 断面四角形状を呈し外面調整。両端部折れ。

277 角材 II 130 5X4.0~11 5X3 割り材 一部残存 割り材を断面不定形に調整。両端部折れ。

5 ~6.3 

278 加工品 II 96 2 X 7 3~14 5 X 4. 分割 一部残存 片側は広く、断面ほぼ方形に調整。広端部は両側からえ

15~4 7 ぐり入る。細端部両側から削り調整。

279 角材 II 47.8X4.0X2 2 分割 一部残存 断面四角形を呈し、外面調整。両端部折れ。

280 板材 II 21.5X9 2Xl.4 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。両端部折れ。

281 織機 II 51.7X6 6Xl.9 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部折れ。逆端部カットしてあり斜

めに貫通孔。片側面 2ケ所にえぐり入る。

282 加工品 II 41.8X2 lX0.8 柾目 一部残存 断面カマボコ状に外面丁寧に調整。両端部折れ。

283 角棒 II 86. 8 X 6 0 X 3. 3 分割 一部残存 断面方形に外面調整。両端部折れ。

284 角材 II 53. 0 X 3. 8 X 1. 6 分割 一部残存 断面四角形を呈し、外面調整。両端部折れ。

285 板材 II 46.7Xl4.0Xl 9 板目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部折れ。両端部折れ。

286 板材 II 174 5X27 0X4 2 板目 一部残存 表裏両面平坦に薄く調整。片端部は削ってカット。逆端

部折れ。片側に 2ケ所えぐり入る。

287 加工品 II 38.0X6 2Xl.5 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部両側から削り 、逆端部折れ。

288 角材 II 21.9X6 0X3.6 柾目 一部残存 断面四角形状を呈し、外面調整。両端部折れ。

289 加工品 II 41 6Xl2 0X3.3 分割 一部残存 割り材をやや凸面状に調整。両端部折れ。

290 加工品 /} 57 7 X 4. 4~6 0 X 1 柾目 一部欠損 断面長方形状を呈し、外面調整。両端部は両側から削り

0 ~2.0 出してある。

291 柄 II 37 4X3.6Xl 8 割り材 一部残存 断面不定三角形を呈し、調整。両端部折れ。

292 加工材 II 56.5径約8.5 分割 一部残存 割り材を全面面取り調整してある。片端部は折れ。逆端

部表裏 2方向から削り出してある。

293 曲物底板 VII区2号井戸 19 7X8.0Xl 0 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。外側丸く同心円状に調整。

294 竹 ” 長さ約80~10cmの竹片。

295~ 桶 VI区 径215 • 20 底板 2 柾目 底板 2枚表裏平坦に調整。側板平坦にややカープを描く。

299 (5点） 3号井戸 側板 3 板目

300'- 桶 II 底板 1側板10点 柾目 底板表裏平坦に調整。側板ややカープして調整。側板 2

309 (10点） 底板径206 側板 板目 点は片側からえぐり入り 1ケ所貫通孔ある。

310 竹容器 範 4号井戸 高さ6.7径6.2 竹 完形 竹のふしを底部に高さ67を測る。上部ふち調整。

311 しゃくし II 75X53X05 板目 一部残存 内外面凹面状に表裏丁寧に調整。内側一部漆残る。
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II 木器観察表

番号 器種 出土位置 長さ x幅x厚さ (cm) 木 取 遺存状態 加工形状の特徴

312 板材 II 27 9X8.7Xl 5 板目 一部残存 表裏平坦に調整。過多端部折れ。逆端部カット。

313~ 桶 VI区 底板径204厚さ10側板 柾目 一部残存 底板表裏平坦に調幣。外周面取り。片面は角をさらに面

316 (4点） 6号井戸 18. 9 X 3. 9~4.9Xl.l 板目 取り。側板上下 2ケ所にタガの痕残る。

317 板材 開区4号井戸 80 7 X 9.8 X 1 4 板目 一部残存 表裏平坦に調整。両端部カット。

318~ 曲物側板 V11区 最長209~11 0 柾目 一部残存 8号井戸からの一括で、 1は桶の側板。他は曲物。一部

320 (8点） 8号井戸 厚0.2~1.3 丸木 樹皮が装着されている。

321 下駄 VII区 13 3X6.6X3.l 木心持 一部欠損 前方は斜めに傾斜し、後方歯は2.4cmを測る。表面平坦に

9号井戸 調整し、はなお孔 3ケ所。

322 下駄 II 16.6X8 5Xl.8 柾目 一部欠損 表面平坦に調整。下面歯をさし込む部分がもり上がる。

歯は 7mmで差し込み、 3ケ所にはなお孔。先端孔の両側

に指ずれ痕残る。

323 下駄 II 21 2Xl0.2Xl 9~3.5 柾目 一部欠損 表面平坦に調整。前歯は削り出し。後歯は差し込み。 3

ケ所にはなお貫通孔。

324 桶 II 縦259 横277高266 柾目 完形 桶の完形品。底板は一部欠損。対角の側板は他より 9cm 

高く、中央に貫通孔あく。側板の上下にタガの痕跡残る。

325~ 竹製品 II 長200 径152 竹 一部残存 用途不明だが竹筒状。加工痕は認められない。

326 

327 丸杭 II 21.0 径33 丸木 一部残存 断面円形を呈し、外面調整。片端部折れ。逆端部 2方向

から面取りしてとがらせてある。外面炭化。

328 加工品 I/ 28.5 径17~2. 2 丸木 完形 中央部やや太く、断面円形を呈し、外面調整。両端部は

丸く作り出し、貫通孔があく。

329~ 傘部品 Ii 径7.5~50 高28 丸木 一部残存 木の中央部をくり抜いてある。外側はさらにたてに削り

331 が入る。

332 桶 II 32.4 X 4. 0~9 0Xl.0 板目 一部残存 桶の側板？上下の幅が 5cmあり、桶とするとかなりの開

（側板？） きが想定されてしまう。細端部内側には底板のあて部を

削り込んである。外側中央に約12cmの長さで 2mm程削り

込んである。

333 塗物 II 24. 2 X 11 0 X O. 6 柾目 一部残存 塗物のフタ表裏に各々赤と黒の漆塗。

334 桶底板 II 15.4X3 0X0 6 板目 一部残存 表襄平坦に調整。

335 板材 軋区9号井戸 21.2Xl6 8Xl.2 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。片端部折れ。逆端部カット。

336 桶底板 河区l0号井戸 径21.7厚0.8 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。

337 桶底板 II 径21.3厚1.5 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。

338 桶底板 II 13 3X3 0Xl.2 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。外周面面取り。

339 角材 II 4.6X8.2X2 1 割り材 完形 四面を平坦に調整。丁寧に面取りしてある。

340 桶底板 II 径12.0厚0.4 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。両面黒漆塗り。

341~ 曲物側板 II 長32.0厚05 柾目 一部残存 1~3はほぽ同じ長さを薄さをもつ。両端部カット 。 1 
343 の片面は合わせ部でへこんでいる。

344 板材 河区23号土坑 12 0X4 0X0.6 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。両端部折れ。

345 角棒 II 16 0 X 1 7 XO 9 柾目 一部残存 断面四角形を呈し、四面調整。両端部折れ。

346 角棒 II 16 2X2.6X0.8 柾目 一部残存 断面四角形を呈し、外面調整。両端部折れ。

347 把手 II 15 7X7 7X2.9 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。中央に貫通孔。直線部面 2ケ所にとめ

くぎ痕。

348 大桶底板 VII区 柾目 一部残存 土坑内に埋設されていた。板材を数板つぎ合わせて加工

26号土坑 している。

349 不明木製 Vll区 19 2X6 5X5.8 分割 完形 両端に球状 2個。丁寧に面取りしてある。中央の棒は断

品 163土坑 面円形を呈し、中央部太くなる。

350 漆椀 Y11区南河道 厚15 分割 底部残存 底部以外、内外面黒漆。

351 漆椀 II 底径70 厚0.8 分割 底部残存 底部以外内外面黒漆。底部に X印の線刻入る。

352 加工品 Vil区 11.0Xl 8X0 6 柾目 一部残存 断面三角形を呈し外面調整。両端部折れ。 3ケ所に貫通

VI~VIl層 孔。

353 角材 II 8.3X4 9Xl 6 分割 一部残存 断面四角形状を呈し、外面調整。両端部折れ。

354 板材 II ll.8X7.1Xl.5 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。両端部折れ。片端部は折れ面炭化して

し）る。

355 板材 II 66X60X06~1 4 柾目 一部残存 部分的欠損あるが表裏面を調整。両端部折れ。

356 角材 ｝｝ 14.7X4 4X2.2 分割 一部残存 断面四角形を呈し、外面調整。両端部折れ。

357 角材 II 37.2X3.0X2 5 分割 一部残存 断面多角形に外面面取り。両端部折れ。

358 割り材 ｝｝ 34. 2 X 8. 0 X 4 5 分割 一部残存 断面不定角形に調整。両端部折れ。片端部炭化。

359 二又鍬 II 30.0XlO.O~19. 2 X 1 柾目 一部欠損 表裏平坦に調整。二又の先端部は両面から削り薄くなる。

0~2 3 甚部は折れ。

360 板材 ｝） 20. 0 X 4. 8 X 1 1 柾目 一部残存 表裏平坦に調整。両端部折れ。
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番号 器種 出土位置 長さ x幅x厚さ (cm) 木 取 遺存状態 加工形状の特徴

361 板材 II 48 8Xl0 0Xl 8 柾目 一部欠損 両面に削り痕を残こす。

362 えぶり II 52 8 X] 6 3 X 4. 0 柾目 完形 表裏平坦に調整。削り痕が明瞭に残る。片面に三角形状

未製品 に柄の装着部残るが、 1ケ所削り入るが孔はなく未製品

の可能性あり。

363 割り材 II 84 2 X 7 2 X 4 4 分割材 一部残存 分割材の断面を三角形状に外面調整。両端部折れ。片端

部炭化。

364 割り材 II 105.6X8 8X8.0 分割材 一部残存 断面長三角形状に調整。両端部折れ。
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III 樹種同定

藤根久（パレオ ・ラボ）

1. はじめに

本総社寺田遺跡は、 Hr-FA（榛名ニツ岳火山灰）やAs-B （浅間B軽石）あるいはAs-C（浅間C軽石）に

画され、多量の木製品類が出土した。また、井戸あるいは旧河道などからも木製品が出土している。これら

木製品は、実測試料499点と参考試料434点に分類された。ここでは、これら木製品の樹種を同定し、木材利

用状況について検討する。

2. 方法と記載

試料は、群馬県埋蔵文化財調査事業団において、プレパラートの作成が行われた。プレパラートは、検出

された木器類のうち加工痕が明瞭なもの（実測試料）と加工痕がさほど明瞭でないもの（参考試料）とに分

類されている。樹種の同定は、これら標本を光学顕微鏡下で40~400倍の倍率で観察を行い、現生標本との比

較により行う。以下に、標本の記載及び同定の根拠を述べる。表 1~11にその結果を示す。なお、プレパラー

トは、群馬県埋蔵文化財調査事業団に保管してある。

カヤ Torreyanucifera Sieb. et Zucc. イチイ科図版 1a~1 C. 

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩やかである（横断面）。放射組

織は、柔細胞からなり単列で 1~10細胞高である。また、分野壁孔はヒノキ型で4個見られる（接線断面）。

仮道管の内壁には、 2本のらせん肥厚が対になって分布する（放射 ．接線断面）。

以上の形質から、イチイ科のカヤの材と同定される。カヤは、本州の宮城県以南の暖帯から渦帯にかけて

分布しする樹高25m、直径90cmに達する常緑針葉樹である。

イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia K. Koch イヌガヤ科 図版 2a~2C. 

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の

幅は非常に狭い（横断面）。放射組織は、単列で 1~7細胞高である（接線断面）。分野壁孔はトウヒ型で 1

~2個見られる（放射断面）。仮道管の内壁には、らせん肥厚が分布する（放射 ．接線断面）。

以上の形質から、イヌガヤ科イヌガヤ属のイヌガヤの材と同定される。イヌガヤは、本朴1 （岩手県以南）

の暖帯から渦帯にかけて分布する樹高15m、直径30cmに達する常緑針葉樹である。

マキ属 Podocarpus マ キ 科 図 版 3a~3C. 

仮道管および樹脂細胞からなる針葉樹で、早材から晩材への移行は緩やかで、樹脂細胞はまんべんなく散

在する（横断面）。分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 2個見られる（放射断面）。放射組織は、単列で 2~15細

胞高である（接線断面）。

以上の形質から、マキ科マキ属の材と同定される。マキ属の樹木には、関東以西に分布する樹高20m、幹径

50cmに達するイヌマキ (P.macrophyllus)と和歌山県以西に分布する樹高20m、幹径80cmに達するナギ (P.

nagi)とがある。
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マツ属単維管束亜属 Pinus subgen. Haploxylon マツ科 図版 4a~4c.

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹で、早材部から晩

材部への移行はやや急である（横断面）。分野壁孔は、窓状で放射仮道管の内壁は平滑である（放射断面）。

エピセリウム細胞以外は、放射仮道管を含め単列で1~20細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、マツ科のマツ属単維管束亜属の材と同定される。マツ属単維管束亜属は、ヒメコマツ (P.

parviflora)とチョウセンゴヨウ (P.koraiensis)がある。いずれも樹高30m、幹径 lm前後に達する常緑針

葉樹である。

マツ属複維管束亜属 Pi nus subgen. Diploxylon マツ科

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹で、早材部から晩

材部への移行は緩やかである（横断面）。分野壁孔は窓状で、放射仮道管の内壁は内側に向かって著しく突出

している（放射断面）。エピセリウム細胞以外は、放射仮道管を含め単列で 1~15細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、マツ科のマツ属複維管束亜属の材と同定される。マツ属複維管束亜属は、本州 ・四国 ・

九州に生育するアカマツ (P.densiflora) と海岸部に生育するクロマツ (P.thunbergii)がある。いずれも

樹高30m、幹径 lm前後に達する常緑針葉樹である。

アカマツ Pinus densiflora Sieb. et Zucc. マツ科図版 5a~5C. 

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹材で、早材部から

晩材部への移行は急である（横断面）。放射組織のうち、柔細胞の分野壁孔は窓状であり、放射仮道管の内壁

は内側に向かって鋸歯状に著しく突出している（放射断面）。放射組織は、エピセリウム細胞以外は、放射仮

道管も含め単列で 2~17細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、マツ科マツ属複維管束亜属のアカマツの材と同定される。アカマツは、暖帯および温帯

下部に分布する樹高30~35m、幹径60~80cmに達する常緑針葉樹である。

マツ属 Pinus マツ科

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹で、早材部から晩

材部への移行は緩やかである（横断面）。分野壁孔は窓状である（放射断面）。エピセリウム細胞以外は、放

射仮道管を含め単列で 2~20細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、マツ科マツ属の材と同定される。マツ属は、二葉松類（マツ属複維管束亜属）と五葉松

類（マツ属単維管束亜属）に識別可能であるが、保存が悪いため識別できない。

モミ属 Abies マツ科図版 6a~6C. 

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹材で、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかである。また、

早材部仮道管は大きく薄壁で、晩材部仮道管は厚壁で偏平でかつ狭い（横断面）。放射組織は、柔細胞からな

り単列で 2~25細胞高である（接線断面）。その分野壁孔はトウヒ型で 1分野に 1~2個存在する。また、放

射組織の壁は厚く、じゅず状末端壁を有する（放射断面）。

以上の形質から、マツ科のモミ属の材と同定される。モミ属の樹木には、亜高山帯に分布するシラビソ (A.

veichii)やオオ シラビソ (A.mariesii)、暖帯か ら温帯にかけて分布するモミ (A.firma) などがある。い
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ずれも樹高30m、幹径 lmに達する常緑針葉樹である。

トウヒ属 Picea マツ科 図版 7a~7C. 

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹で、早材部から晩

材部への移行は緩やかである（横断面）。エピセリウム細胞以外は、放射仮道管を含め単列で 2~39細胞高で

ある（接線断面）。その分野壁孔は、トウヒ型で 1分野に 2~3個見られる（放射断面）。

以上の形質から、マツ科のトウヒ属の材と同定される。トウヒ属の樹木には、エゾマツ (P.jezoensis)や

その変種のトウヒ (P.jezoensis var. hondeoensis)などがある。亜高山帯を中心に分布する樹高30mに達

する常緑針葉樹である。

スギ Cryptomeriajaponica (Linn. fil.) D. Don スギ科図版8a~8C. 

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹材で、早材部から晩材部への移行は緩やかである（横

断面）。分野壁孔は、水平方向に長軸をもった典型的なスギ型で、 1分野に2個見られる（放射断面）。放射組

織は、柔細胞からなり単列で 2~20細胞高からなる（接線断面）。

以上の形質から、スギ科スギ属のスギの材と同定される。スギは東北から九小11にかけて温帯から暖帯にか

けて分布する常緑針葉樹である。

サワラ Chamaecyparis pisifera (Sieb. et Zucc.) End I. ヒノキ科 図版 9a~9C. 

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩やかである（横断

面）。分野壁孔は、ヒノキ型～スギ型で 1分野に 2~3個見られる（放射断面）。放射組織は、柔細胞からな

り2~14細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ヒノキ科ヒノキ属のサワラの材と同定される。サワラは、本朴Iや九小卜1の温帯に分布する

樹高30m、幹径 lmに達する常緑針葉樹である。

ヒノキ属 Chamaecyparis ヒノキ科 図版10a~10c.

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩やかである（横断

面）。分野壁孔は、ヒノキ型で、 1分野に 2~3個見られる（放射断面）。放射組織は、柔細胞からなり 、 2

~8細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ヒノキ科のヒノキ属の材と同定される。ヒノキ属の樹木には、ヒノキ (C.Obtusa)と前

述のサワラ (C.pisifera)があり、ヒノキは本小卜1、四国、九小卜1の温帯に分布する樹高40m、幹径 2mに達する

常緑針葉樹である。

アスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucc. ヒノキ科図版lla~llc.

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行はやや緩やかで、樹脂

細胞は晩材部に遍在する（横断面）。分野壁孔は、ヒノキ型あるいはトウヒ型で 1分野に 2~5個見られる（放

射断面）。放射組織は、柔細胞からなり 1~7細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ヒノキ科アスナロ属のアスナロの材と同定される。アスナロは温帯を中心に分布する樹

高30m、幹径80cmに達する常緑針葉樹である。
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ネズコ Thuja standishii (Gord.) Carr. ヒノキ科図版12a~12c.

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩やかで、柔細胞は

年輪と平行して散在する（横断面）。分野壁孔は、小型のスギ型で 1分野に 2~6個見られる（放射断面）。

放射組織は、 1~12細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ヒノキ科ネズコ属のネズコの材と同定される。ネズコは、温帯に分布する樹高30m、幹径

lmの常緑針葉樹である。

ヤナギ属 Salix ヤナギ科図版13a~13c.

中型の管孔が単独あるいは放射方向に 2~3個複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は

単ーである。道管と放射組織との壁孔は、蜂巣状を星している（放射断面）。放射組織は異性単列、 3~14細

胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ヤナギ科のヤナギ属の材と同定される。ヤナギ属の樹木には、日本において約40種程度

あり、高木から低木までその大きさはさまざまである。ヤナギ属の樹木は、陽光の水湿地に生育する落葉広

葉樹である。

オニグルミ Juglans ailanthifolia Carr. クルミ科図版14a~14c.

大型の菅孔がやや径を減じながら単独または放射方向に 2~4個複合して散在する散孔材である（横断面）。

道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、異性に近い同性で、 1~4細胞幅、 3~30細胞高であ

る（接線断面）。

以上の形質から、クルミ科のオニグルミの材と同定される。オニグルミは全国の温帯から暖帯にかけて分

布する樹高25m、幹径 lmに達する落葉広葉樹である。

アサダ Ostrya japonica Sarg. 図版15a~15c.

丸みを帯びた小～中型の道管が放射方向に 2~5個複合した散孔材である（横断面）。道管の内壁には微細

ならせん肥厚が見られ、道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、ほぼ同性 1~3細胞幅、3~27

細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、カバノキ科のアサダの材と同定される。アサダは全国の温暖に分布する標高15mに達する

落葉広葉樹である。

イヌシデ節 Carpinus sect. Eucarpinus カバノキ科 図版16a~16c.

やや小型の丸の管孔が単独あるいは放射方向に 2~3個複合し散在する散孔材である（横断面）。道管のせ

ん孔は単ーで、内壁にはわずかではあるがらせん肥厚が認められる（放射断面）。放射組織は、異性で 1~3

細胞幅、 3~19細胞高であり、両端細胞はやや大きい（接線断面）。

以上の形質から、カバノキ科クマシデ属のイヌシデ節の材と同定される。イヌシデ節には、イヌシデ (C.

tschonoskii)及びアカシデ (C.laxiflora)があり 、暖帯から温帯にかけて分布する落葉広葉樹で、樹高15

m、幹径60cmに達する。
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クマシデ節 Carpinus sect. Distegocarpus カバノキ科 図版17a~17c.

やや小型の丸の管孔が単独あるいは放射方向に 2~3個複合し散在する散孔性放射孔材である（横断面）。

道管のせん孔は10本程度の横棒からなる階段状で、その内壁にはかすかにらせん肥厚が認められる（放射断

面）。放射組織は、異性で 1~3細胞幅、 3~26細胞高であり、両端細胞はやや大きい（接線断面）。

以上の形質から、カバノキ科クマシデ属のクマシデ節の材と同定される。クマシデ節には、クマシデ (C.

tschonoskii)とサワシバ (C.laxiflora)があり、暖帯から温帯にかけて分布する落葉広葉樹で、樹高15m、

幹径60cmに達する。

カバノキ属 Betula カバノキ科図版18a~18c.

やや丸い中型の道管が単独あるいは 2~3個放射方向に複合してほぼ均ーに散在する散孔材である（横断

面）。道管のせん孔は10本前後の太い横棒からなる階段状である（放射断面）。放射組織は同性で 1~3細胞

幅、 2~23細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、カバノキ科のカバノキ属の材と同定される。カバノキ属の樹木には、樹高25m、幹径 lm

に達するウダイカンバ (Betulamaximowicziana)や亜高山帯上部に広く分布するダケカンバ(B.ermanii)、

山地帯の二次林に多いシラカンバ (B.platyphylla var. japonica)など10種類ほどあるが、種を識別するに

は至っていない。材は、緻密でやや堅硬で建築材や器具材に用いられる。

ハンノキ節 Alnus sect. Gumnothysus カバノキ科図版19a~19c.

中型の管孔が放射方向または塊状に 2~4個複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は、

10本程度横棒からなる階段状である（放射断面）。放射組織は、同性単列もしくは 2細胞幅と集合状の放射組

織からなる（接線断面）。

以上の形質から、カバノキ科のハンノキ属ハンノキ節の材と同定される。ハンノキ節の材には、平野部の

水湿地に生育するハンノキ (Alnusjaponica)、平野部から山地の斜面にかけて生育するヤマハンノキ (A.

hirsuta)、そして山地に生育するヤシャブシ (A.firma)などが分布している。ハンノキ節の樹木は、いず

れも樹高20m、幹径50mに達する落葉広葉樹で、陽のよく当たるところに生育する。木材は、緻密で柔らかく、

建築材、器具材、家具材などに用いられる。

アカガシ亜属Quercussubgen. Cyclobalanopsis プナ科図版20a~20c.

大型の管孔が放射方向に配列する放射孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、チロースが見られる

（放射断面または接線断面）。放射組織は、単列同性のものと集合放射組織のものとがある（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のアカガシ亜属の材と同定される。アカガシ亜属の樹木には関東に分布

するアカガシ(Q.acuta)やアラカシ(Q.glauca)やシラカシ(Q.myrsinaefolia) をはじめ 8種類ほど

ある。アカガシ亜属の樹木は、樹高20m、幹径 lmに達する常緑広葉樹である。

プナ属 Fagus プナ科図版21a~21c.

丸い小型の管孔がややまばらに散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一あるいは数本の横棒

からなる階段状である（放射断面）。放射組織は同性で、細胞幅の広い複合放射組織からなる（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科のブナ属の材と同定される。日本に分布するブナ属の樹木には、温帯に生育する
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ブナ (F.crenata) と中間渦帯に分布するイヌブナ (F.japonica)の2種類があるが、材組織からは識別で

きない。いずれも樹高25mに達する落葉広葉樹である。

コナラ節Quercussect. Prinus ブナ科図版22a~22c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1列に並び、そこから径を減じた小管孔がやや火炎状に配列する環孔材であ

る（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、単列同性のものと集合放射組織からな

る（接線断面）。

以上の形質からブナ科のコナラ属コナラ節の材と同定される。コナラ節の樹木にはコナラ(Q.serrata) 

やミズナラ(Q.mongolica var. grossesrrata)、カシワ(Q.dentata)、ナラガシワ(Q.aliena)などがあ

るが、現在のところこれらを識別するには至っていない。いずれの樹木も温帯から暖帯にかけて広く分布す

る樹高20m、幹径lmを超える落葉広葉樹である。

クヌギ節Quercussect. Aegilops プナ科図版23a~23c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~2列並び、そこからやや急に径を減じたやや厚壁の丸い小管孔が放射方

向に配列する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、単列同性のも

のと集合放射組織のものとがある（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科のコナラ属クヌギ節の材と同定される。クヌギ節の樹木には関東地方に普通に見

られるクヌギ(Quercusacutissima) と、東海・北陸以西に主として分布するアベマキ(Q.variabilis)があ

る。いずれの樹木も樹高15m、幹径60cmに達する落葉広葉樹である。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. プナ科図版24a~24c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~3列並び、そこから除々に径を減じた小管孔が火炎状に配列する環孔材

である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、単列同性であり時に2細胞幅で、 2

~17細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ブナ科クリ属のクリの材と同定される。クリは全国の暖帯から温帯にかけて分布する樹

高20m、幹径 lmに達する落葉広葉樹である。

ニレ属 Ulmus ニレ科図版25a~25c.

年輪のはじめに大型の管孔が数個配列し、晩材部では小型の管孔が径を減じて斜めに配列する環孔材であ

る（横断面）。道管のせん孔は単ーである（接線断面）。放射組織は、異性 1~6細胞幅、 2~40細胞高であ

る（接線断面）。

以上の形質から、ニレ科のニレ属の材と同定される。ニレ属の樹木には、中部地方以西の荒地などに生え

る樹高15m、幹径60cmに達するアキニレ (U.parvifolia）、北海道から九州にかけての平野部や山麓部で普通

に生える樹高30m、幹径 lmに達するハルニレ(U.davidiana Planch. var. japonica)や北海道に特に多

く見られる樹高25m、幹径 lmに達するオヒョウ (U.laciniata)がある。いずれも落葉広葉樹である。

ケヤキ Zelkovaserrata (Thunb.) Makino ニレ科図版26a~26c.

年輪のはじめに大型の管孔が単独ないし 2列に並び、早材部では小管孔が 2~8程度集合して接線方向な
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いしはやや斜めに配列する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一で、小管孔の内壁にはらせん肥厚が

明瞭に認められる（放射断面）。放射組織は、異性 1~6細胞幅、 2~65細胞高からなり、大型の結晶細胞が

認められる（接線断面）。

以上の形質から、ニレ科のケヤキの材と同定される。ケヤキは暖帯から温帯にかけて分布する樹高35m、幹

径 2mに達する落葉広葉樹である。

エノキ属 Celtis ニレ科図版27a~27c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~2列並び、そこから径を減じた小管孔が早材部では多数集合して斜め方

向に配列する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一で、小管孔な内壁にはらせん肥厚が見られる（放

射断面）。放射組織は、異性1~10細胞幅、3~39細胞高で明瞭な鞘細胞が認められる（接線断面）。

以上の形質から、ニレ科のエノキ属の材と 同定される。エノキ属の樹木には、本州以南の暖帯から亜熱帯

に分布するエノキ (C.sinensis)や、温帯に分布するエゾエノキ (C.jessoensis)などがある。エノキは樹

高20m、幹径 lmに達する落葉広葉樹である。

ヤマグワ Marus bombycis Koidz. クワ科図版28a~28c.

年輪のはじめに大型の管孔が数列並び、そこから径を減じた小管孔が早材部で接線方向に数個複合して散

在する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚が見られる（放射断面）。

放射組織は、異性 l~4細胞幅、 2~29細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、クワ科クワ属のヤマグワの材と同定される。ヤマグワは、温帯から亜熱帯にかけ広く分

布する樹高12m、幹径60cmの落葉広葉樹である。

コウゾ属 Broussonetia クワ科図版29a~29c.

年輪のはじめに大型の管孔が数列並び、晩材部では径を減じた管孔が塊状に集合して散在し、柔組織は周

囲状または翼状である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、異性 l~5細胞幅、

3~36細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、クワ科のコウゾ属の材と同定される。コウゾ属の樹木には、低山地の林縁に生える樹高

2~5m程度のヒメコウゾ(B.kazinoki)や野生化したと考えられている樹高 4~10m前後のカジノキ(B.

papyrifera)がある。いずれも落葉広葉樹である。

カツラ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc. カツラ科図版30a~30c.

中型の管孔が密に分布する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は階段状である（放射断面）。放射組織

は、異性 l~2細胞幅、 1~23細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、カツラ科カツラ属のカツラの材と同定される。カツラは、全国の温帯から暖帯にかけて

分布する樹高20m、幹径60cmの落葉広葉樹で、日本特産の樹木である。

モクレン属 Magnolia モクレン科図版31a~31c.

小型の管孔が単独または放射方向に 2~4個複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単

ーである（放射断面）。放射組織は、異性で 1~3細胞幅、 5~28細胞高である（接線断面）。
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以上の形質から、モクレン科のモクレン属の材と同定される。モクレン属の樹木には、ホウノキ (M.obovata) 

やコブシ (M.kobus)などがあり、渦帯から暖帯にかけて広く分布する。

クスノキ Cinnamomum camphora Presl クスノキ科生材図版32a~32c.

中型の管孔が単独ないしは 2~4個放射方向に複合して散在する散孔材で、木部柔細胞は周囲状である（横

断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、異性 l~3細胞幅、 2~15細胞高で、油細胞

が見られる（接線断面）。

以上の形質から、クスノキ科ニッケイ属のクスノキの材と同定される。クスノキは、暖帯から亜熱帯にか

けて分布する樹高25m、幹径80cmに達する常緑広葉樹である。

ウツギ Deutzia crenata Sieb. et Zucc. ユキノシタ科図版33a~33c.

角張った小型の管孔が均ーに分布する散孔材で、放射組織が広く特徴的である（横断面）。道管のせん孔は、

10本程度の横棒からなる階段状である（放射断面）。放射組織は、異性で1~4細胞幅で背は非常に高い（接線

断面）。

以上の形質から、ユキノシタ科ウツギ属のウツギの材と同定される。ウツギは、おもに暖帯から温帯にか

けて分布する落葉低木である。

アジサイ属 Hydrangea ユキノシタ科 図版34a~34c.

やや角張った小型の管孔がほぽ単独で散在する散孔材で、管孔の径は年輪に向かって減少する（横断面）。

道管のせん孔は、多数の横棒からなる階段状である（放射断面）。放射組織は、異性 1~2細胞幅、 10~14細

胞高で、単列部および多列部端部は直立細胞からなる（接線断面）。

以上の形質から、ユキノシタ科のアジサイ属の材と同定される。アジサイ属の樹木には、温帯に分布する

ノリウツギ (H.paniculata)など数種あり 、いずれも低木あるいは藤本である。

ヤマザクラ Prunus jamasakura Sieb. ex Koidz. バラ科図版35a~35c.

年輪のはじめにやや小型の管孔が並び、数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道管は外側に向

かって減少する傾向がみられる（横断面）。道管のせん孔は単ーで、その内壁にはらせん肥厚がある（放射断

面）。放射組織は、同性に近い異性で 1~5細胞幅、 2~32細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、バラ科サクラ属のヤマザクラの材と同定される。ヤマザクラは、暖帯から亜熱帯にかけ

て分布する樹高25mに達する落葉広葉樹である。

モモ Prunuspersica バラ科図版36a~36c.

年輪のはじめにやや大型の管孔が 1~3列ほど並び、そこから径を減じた小管孔が 2~4個放射方向ある

いはやや斜めに複合して散在する環孔性散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、その内壁には明瞭

ならせん肥厚が認められる（接線断面または放射断面）。放射組織は異性で、 1~4細胞幅、 2~38細胞高で

ある（接線断面）。

以上の形質から、バラ科サクラ属のモモの材と同定される。モモは中国北部原産であるが、日本には有史

以前に渡来し、鑑賞用あるいは果樹として栽培され、一部野生状態で生えている。本種が日本に自生すると
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いう考えもある。

サクラ属 Prunus バラ科図版37a~37c.

年輪のはじめにやや小型の管孔が並び、数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道管は外側に向

かって減少する傾向がみられる（横断面）。道管のせん孔は単ーで、その内壁にはらせん肥厚がある（放射断

面）。放射組織は、同性に近い異性で、 1~5細胞幅、 2~29細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、バラ科のサクラ属の材と同定される。サクラ属の樹木には、暖帯から亜熱帯にかけて分

布する樹高25mに達するヤマザクラ (P.jamasakura) など数種類ある。

イヌエンジュ Maackia amurensis Rupr. et Maxim. var. buergeri (Maxim.) C. K. Schn. 

マメ科図版38a~38c.

年輪のはじめに大管孔が並び、そこから径を減じた管孔が 2個程度複合して散在する環孔材である（横断

面）、接線断面においては層階状で、内壁にはらせんがある（放射組織）。放射組織は、異性 1~7細胞幅、

2~22細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、マメ科イヌエンジュ属のイヌエンジュの材と同定される。イヌエンジュは、北海道から

本州中部の温帯に分布し、その変種であるハネミイヌエンジュは本小［‘|中部から九州の暖帯に分布する。イヌ

エンジュは、樹高15m、幹径60cmに達っする落葉広葉樹である。

フジ Wisteriafloribunda (willd.) DC. マ メ 科図版39a~39c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1列並び、晩材部で小型の管孔が塊状に集合する。また木部柔組織は周囲状

で（横断面）、木部柔組織は、接線断面において層階状を呈する。道管のせん孔は単ーで、内壁にはらせん肥

厚がある（放射断面）。放射組織は、異性 1~5細胞幅、 3~27細胞高で、不完全な周囲状を示す。

以上の形質から、マメ科フジ属のフジの材と同定される。フジは、本州以南の暖帯から温帯にかけて分布

する落葉の籐本である。

コクサギ Orixajaponica Thunb. ミカン科 図版40a~40c.

小型の管孔が集合して雲紋状を呈する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、かすかにらせん肥

厚が認められる（放射断面）。放射組織は、異性1~2細胞幅、 3~14細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ミカン科コクサギ属のコクサギの材と同定される。コクサギは本朴1以南の暖帯から温帯

にかけて分布する低木の落葉広葉樹である。

ニガキ Picrasma quassioides (D. Don) Benn. ニガキ科図版41a~41c.

年輪のはじめに大型の管孔が数列並び、そこから径を減じた小管孔が数個複合して散在する環孔材で、柔

細胞は連合翼状である（横断面）。道管のせん孔は単一である（放射断面）。放射組織は、同性 1~4細胞幅、

3~34細胞高である。

以上の形質から、ニガキ科ニガキ属のニガキの材と同定される。ニガキは、暖帯から湿帯にかけて分布す

る樹高15m、幹径40cmに達する落葉広葉樹である。
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アカメガシワ Mal lotus japonicus (Thunb.) Muell. トウダイグサ科 図版42a~42c.

年輪の始めにやや大きく厚壁の管孔があり、そこから順次径を減じ、夏材部では比較的厚壁の小道管が 2

~6個放射方向に複合して散在する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射

組織は、異性で 1~2細胞幅、 2~17細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、 トウダイグサ科アカメガシワ属のアカメガシワの材と同定される。アカメガシワは東北

地方以南の暖帯の陽光地に普通にみられる樹高10m、幹径30cm程度になる落葉広葉樹である。

ヌルデ Rhusjavanica Linn. ウルシ科図版43a~43c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~2程度並び、晩材部では小型の管孔が単独または 2~4個程度放射方向

あるいは塊状に散在する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一で、内壁にはらせん肥厚が見られる（放

射断面）。放射組織は、異性 1~3細胞幅、 3~29細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ウルシ科ウルシ属のヌルデの材と同定される。ヌルデは、樹高 7mに達する温帯から亜熱

帯にかけて分布する落葉広葉樹である。

ヤマウルシ Rhus trichocarpa Miq. ウルシ科図版44a~44c.

年輪のはじめに大型の環孔が並び、そこから径を減じた管孔が放射方向に数個複合して散在する環孔材で

ある（横断面）。道管のせん孔は単一で、小管孔の内壁にはらせん肥厚が認められる（放射断面）。放射組織

は、異性 1~3細胞幅、 2~21細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ウルシ科ウルシ属のヤマウルシの材と同定される。ヤマウルシは、暖帯から温帯にかけ

て分布する樹高 8m、幹径10cm程度の落葉広葉樹である。

ニシキギ属 Euonymus ニシキギ科 図版45a~45c.

小型で丸い管孔がほぽ単独で均ーに散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、内壁にはら

せん肥厚が見られる（放射断面および接線断面）。放射組織は、異性単列、 2~9細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ニシキギ科のニシキギ属の材と 同定される。ニシキギ属の樹木には、樹高15mに達する落

葉高木のマユミ (E.sieboldianus) あるいは常緑低木のマサキ (E.japonicus) など18種類ほどあり、暖帯

から湿帯にかけて分布する。

ケンポナシ属 Hovenia クロウメモドキ科 図版46a~46c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1列程度並び、晩材部では小型の管孔が塊状あるいは放射方向に複合して散

在する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、異性 1~3細胞幅、

3~33細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、クロウメモドキ科のケンポナシ属の材と同定される。ケンポナシ属の樹木には、ケンポ

ナシ (H.dulcis)やケケンポナシ (H.tomentella)があり 、いずれも樹高25m、幹径 lmに達する落葉広

葉樹で、ケンボナシが全国の温帯に、ケケンポナシが本）、1、|西部や四国などに分布する。

カエデ属 Acer カエデ科図版47a~47c.

中型の管孔が単独あるいは放射方向に 2~5複合して散在する散孔材で、木部柔細胞は帯状または雲紋状
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を呈する（横断面）。道管のせん孔は単ーで、内壁にはらせん肥厚が認められる（放射断面）。放射組織は、

同性 1~6細胞幅、 1~48細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、カエデ科のカエデ属の材と同定される。カエデ属の樹木は、全国の暖帯から亜寒帯まで

以上の形質から、ミズキ科ミズキ属のクマノミズキあるいはヤマボウシ (C.kousa)のいずれかの材と同

定される。クマノミズキは本）小1以南に暖帯や温帯に生育する樹高12m、幹径30cmの落葉広葉樹である。またヤ

マボウシは本小卜1以南の渦帯に生育する樹高10m、幹径30cm前後の落葉広葉樹である。

ッタ Parthenocissus tricuspidata (Sieb. et Zucc.) Planch プドウ科図版54a~54c.

大型の管孔が単独あるいは 2個符号して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一せん孔であ

る（放射断面）。放射組織は、同性 6~8細胞幅で背は高い（接線断面）。

以上の形質から、ブドウ科ッタ属のツタの材と同定される。ッタは、全国の暖帯の山地に分布するつる性

の落葉広葉樹である。

ミズキ属 Corn us ミズキ科 図版55a~55c.

小型で丸い管孔が単独あるいは 2個程度複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は多数の

横棒からなる階段状である（放射断面）。放射組織は、異性 l~4細胞幅、 4~33細胞高で、単列部は背が高

い（接線断面）。

以上の形質から、ミズキ科のミズキ属の材と同定される。ミズキ属の樹木には、ミズキ (C.controversa) 

やクマノミズキ (C.brachypoda)などがあり、暖帯から温帯にかけて分布する樹高15m、幹径40cmに達する

落葉広葉樹である。

ウコギ属 Acanthopanax ウコギ科図版56a~56c.

小型の管孔が接線方向からななめ接線方向につらなって配列する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は

単一である（放射断面）。放射組織は異性で、 2~6細胞幅、 4~42細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ウコギ科のウコギ属の材と同定される。ウコギ属の樹木には、落葉高木のコシアブラ

(Acanthopanax sciadophylloides) を除く、樹高 2~5mの落葉低木のヤマウコギ (A.spinosus)や樹高

lmの落葉低木のオカウコギ (A.nipponicus) などがある。

タラノキ Ara Ii a elata (Miq.) Seemann ウコギ科図版57a~57c.

年輪のはじめに中型の管孔が数列並び、晩材部では径を減じた管孔が放射方向に 2~3個程度複合して散

在する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、異性 l~3細胞幅、

2~20細胞高である。

以上の形質から、ウコギ科タラノキ属のタラノキの材と同定される。タラノキは、全国の暖帯の低地に生

える樹高 5m程度の落葉広葉樹である。

ハリギリ Kalopanax pictus (Thunb.) Nakai ウコギ科図版58a~58c.

年輪のはじめに大型の管孔が並び、以後径を減じた管孔が接線方向に帯状に配列する環孔材である（横断

面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、異性 l~5細胞幅、 3~31細胞高である（接線
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断面）。

以上の形質からウコギ科ハリギリ属のハリギリの材と同定される。ハリギリは温帯から暖帯にかけて分布

する樹高25m、幹径 lmに達する落葉広葉樹である。

広く、その種類も20種以上と多い。

ムクロジ Sapindus mukorossi Gaertn. ムクロジ科図版48a~48c.

年輪のはじめに大型の管孔が並び、夏材部には 1~2個複合した小管孔が散在する環孔材である（横断面）。

道管のせん孔は単一、小管孔の内壁には肥厚がある（放射断面）。木部柔組織は連合翼状に分布し、放射組織

は、同性 l~4細胞幅、 3~35細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ムクロジ科ムクロジ属のムクロジの材と同定される。ムクロジは関東地方以西の暖帯か

ら亜熱帯に分布する樹高15m、幹径40cm程度になる落葉広葉樹である。

トチノキ Aesculus turbinata Blume. トチノキ科 図版49a~49c.

小型の管孔が単独または 2~4個程度放射方向に複合し、やや密に散在する散孔材である（横断面）。道管

のせん孔は、単ーである。内壁にはらせん肥厚が見られる（放射断面）。放射組織は、同性単列まれに 1~2

細胞幅で、 3~14細胞高である。また、この樹種を最も特徴づけるリップルマーク（規則的な層階状配列）

を示している（接線断面）。

以上の形質から、トチノキ科トチノキ属のトチノキと同定される。トチノキの樹木は、樹高30m、幹径2m

に達する北海道から九小卜1まで分布する落葉広葉樹である。

アワプキ Meliosma myriantha Sieb. et Zucc. 図版50a~50c.

中型の管孔が単独ないし 2~3個放射方向に複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単

ーである（放射断面）。放射組織は、異性1~4細胞幅で背は高い（接線断面）。

以上の形質から、アワブキ科のアワブキの材と同定される。アワブキは、本朴1以西の暖帯から温帯にかけ

て分布する樹高10m、幹径25cmに達する落葉広葉樹である。

サカキ Cleyera japonica Thunb. pro emend. Sieb. et Zucc. ツバキ科図版51a~51c.

角張った管孔がほぼ単独に散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は、 37本以上の横棒からなる階

段状である（放射断面）。放射組織は異性単列、 1~14細胞高からなり、数細胞は大きくかつ長く伸びる方形

である（接線断面）。

以上の形質から、ツバキ科サカキ属のサカキの材と同定される。サカキは、関東地方以西の暖帯に分布す

る樹高10m、幹径30cmの常緑広葉樹である。

ヒサカキ Eurya japonica thunb. ツバキ科図版52a~52c.

小型の管孔が単独ないし 2~4個放射方向に複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は階

段状である（放射断面）。放射組織は、異性 l~4細胞幅、 1~25細胞高である。

以上の形質から、ツバキ科ヒサカキ属のヒサカキの材と同定される。ヒサカキは、本小卜1以南の暖帯から温

帯にかけて分布する樹高10mに達する常緑広葉樹である。
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クマノミズキ類 Corn us cf. brachypoda C. A. Meyer ミズキ科 図版53a~53c.

小型で丸い管孔がほぼ単独で散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は25本前後の横棒からなる階

段状せん孔である（放射断面）。放射組織は、異性 1~4細胞幅、 10~27細胞高である。

カキノキ属 Diospyros カキノキ科 図版59a~59c.

中型の丸い管孔が単独または放射方向に 2個複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単

ーである（放射断面）。放射組織は、異性で 1~2細胞幅、 4~12細胞高であり、高さのほぼ等しい層階状に

規則的に配列する（接線断面）。

以上の形質から、カキノキ科のカキノキ属の材と同定される。カキノキ属の樹木には、暖帯に 自生するト

キワガキ (D.morrisiana)あるいは本）小Iから九州にかけて栽培されているカキ (D.kaki)などがあり、小

高木から高木まである。

エゴノキ属 Styrax エゴノキ科 図版60a~60c.

小型の管孔が放射方向に 2~5個複合し、夏材部ではやや径を減じて放射方向に 2~5個複合して散在す

る散孔材である（横断面）。道管のせん孔は10本程度の太い横棒からなる階段状である（放射断面）。放射組

織は、異性 1~3細胞幅、 2~24細胞高である。

以上の形質から、エゴノキ科のエゴノキ属の材と同定される。エゴノキ属の樹木は、本朴1以南の温帯から

暖帯に分布するエゴノキ (S.japonica)や全国の湿帯に分布するハクウンボク (S.obassia)あるいは関東

以西の温帯に分布するコハクウンボク (S.shirasawana)などがある。

イポタノキ属 Ligustrum モクセイ科 図版61a~61c.

小型の管孔が年輪の始めにやや密に並び、以後径をやや減じて数個放射方向に複合して散在する散孔材で

ある（横断面）。道管のせん孔は単ーで、内壁にはらせん肥厚が見られる（放射断面）。放射組織は、異性で

1~3細胞幅、 2~30細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、モクセイ科のイボタノキ属の材と同定される。イボタノキ属の樹木には、温帯から暖帯

にかけて分布する落葉広葉樹のイボタノキ (L.obtusifolium)や暖帯に分布する常緑広葉樹のネズミモチ (L.

japonicum)などがある。

トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版62a~62c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~3個並び、以後径を減じた管孔がやや塊状に分布する環孔材である。ま

た、木部柔細胞は周囲状もしくは連合翼状である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射

組織は、同性 1~3細胞幅、 2~13細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、モクセイ科のトネリコ属の材と同定される。トネリコ属の樹木には、トネリコ (F.japonica) 

やシオジ (F.spaethiana) あるいはヤチダモ (F.mandshurica)などがあり、全国の湿帯に分布する。

キリ Paulownia tomentosa (Thunb.) Steud. ゴマノハグサ科図版63a~63c.

年輪の初めに大型で丸い管孔が単独あるいは 2個放射方向に複合し、晩材部では丸い小型～中型の管孔が

周囲状柔細胞に囲まれて散在する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組
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織は、異性 l~3細胞幅、 4~12細胞高である（接線断面）。

以上の形質から、ゴマノハグサ科キリ属のキリの材と同定される。キリは、東北 • 関東地方北部において

よく生育する樹高10mほどの落葉広葉樹である。キリは中国中部原産などと考えられている。

サワフタギ Symplocoschinensis ハイノキ科図版64a~64c.

小型の管孔がほぼ単独で均ーに散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は、 68本程度の横棒からな

る階段状せん孔である（放射断面）。放射組織は、異性 1~4細胞幅、 3~32細胞高で、単列部は背が高く、

交互状である。

以上の形質から、ハイノキ科ハイノキ属のサワフタギの材と同定される。サワフタギは、全国の温帯から

暖帯にかけて分布する落葉広葉樹の低木である。

ニワトコ Sambucus sieboldiana Blume ex. Graebn スイカズラ科図版65a~65c.

小型の管孔が年輪のはじめにやや密に並び、以後接線方向に 2~3個複合して散在する散孔材である（横

断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は、異性 1~3細胞幅、 4~25細胞高である。

以上の形質から、スイカズラ科ニワトコ属のニワトコの材と同定される。ニワトコは樹高 5m程度の全国の

温帯から暖帯にかけて分布する落葉広葉樹である。

ガマズミ属 Viburnum スイカズラ科 図版66a~66c.

やや小型で角張った管孔がほぼ単独で散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は、多数の横棒から

なる階段状せん孔からなる（放射断面）。放射組織は、異性 l~4細胞高、 5~33細胞高からなり、端部ある

いは端列部は背が高い（接線断面）。

以上の形質から、スイカズラ科のガマズミ属の材と同定される。ガマズミ属の樹木には、落葉広葉樹で樹

高5m程度のガマズミ (V.dilatatum)や樹高 2~6mのヤブデマリ (V.plicatum)などがあり、本州～九

，州の暖帯から湿帯に分布する。

散孔材A 図版67a~67c.

中型の管孔が単独あるいは 1~3個程度放射方向に散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一

である（放射断面）。放射組織は、異性5~9細胞幅で背は非常に高い（接線断面）。

3. まとめ

実測および参考試料から検出される樹木は71分類群である。このうち実測試料は、 499点のうち針葉樹が14

分類群、広葉樹が58分類群である（表12)。また参考試料434点では、針葉樹が9分類群、広葉樹が47分類群で

ある（表13)。実測試料では、 VI区およびVII区を合わせてHr-FA下からの出土数が最も多く 252点、次いで河

道87点、以下井戸52点、浅間B軽石下および浅間C軽石混土中が各28点、浅間C軽石下27点、土坑6点、6面

4点、 Hr-FA上 1点、その他 6点である。一方、参考試料では、VI区およびVII区を合わせてFA下が最も多く

200点、次いで河道122点、以下浅間C軽石混上中41点、浅間C軽石下34点、浅間B軽石下27点、土坑 5点、

井戸 3点、 6面 2点である。全体としてはクヌギ節が多く、ヤナギ属、クリ 、ヤマグワ、コナラ節、針葉樹

のアスナロやスギなどが比較的多く検出されている。「元総社寺田遺跡II」において報告された木製品の樹種
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調査と比較すると、クヌギ節やヤナギ属の出現率はほぼ同程度であるが、コナラ節の樹木の出現率がやや低

いと言った違いが見られる（藤根 ・鈴木、 1994)。

実測試料の製品別の樹種を見ると（表14~16)、FA下木製品では、杭や角材、板材や丸材あるいは柄類が

主な木製品で、コナラ属クヌギ節が最も多く、次いでクリ、アスナロ、ケヤキ、モミ属、トチノキ、ヤマグ

ワなどの樹木から構成される。このうち杭材や板材としてトチノキが利用され、最も多く検出されるクヌギ

節の樹木は広い用途に用いられているものの割材では全く検出されていないと言った特徴が見られる。

次いで多く出土する河道では、杭や板材、角材や丸材、柄類や曲物などが出土し、クリやモミ属あるいは

ヒノキ属などが比較的多く検出され、クヌギ節の樹木の検出数は少ない。曲物では、すべて針葉樹から構成

されモミ属やスギあるいはヒノキ属やネズコなどが利用されている。

井戸内の木製品では、板材や桶などが出土し、針葉樹のスギやアスナロあるいはネズコやマツ属などが多

く利用されている。

浅間C軽石下では、角材や丸材あるいは板材などが出土しているが、クヌギ節が多く、モミ属やクリなど

が検出されている。

浅間B軽石下では、板材や椀類が出土し、板材などでは針葉樹のネズコやアスナロなどが利用され、椀類

としてケヤキが検出される。

全体的な傾向としては、 Hr-FA以下から出土する木製品では、クヌギ節の樹木を中心として多くの種類か

らなる樹木が、数々の製品に利用されていることが理解される。一方、浅間B軽石下より新しい時代の製品

類では、針葉樹のスギやモミ属あるいはアスナロ、広葉樹のクリなどが多く、比較的限られた木材利用が認

められる。こうした木材利用状況は、参考試料においても概ね同様と考える。

引用文献

藤根 久 ・鈴木 茂(1994) 元総社寺田遺跡出土材の樹種同定と周辺植生．元総社寺田遺跡II、135-185. （財）群馬県埋蔵文化財調査事

業団．
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III 樹種同定

4.本資料使用上の留意点

① 木器及びサンプルとして現地で取り上げた出土材については、 当事業団で樹種同定用のプレパラー トを

作成し、資料化することを基本としている。本遺跡の試料もそのシス テムにのって扱われているが、現地取

り上げからプレパラート作成までの間の管理が不十分であったため、特に調査年度の古いVI区北半部の試料

を中心に、プレパラートが作成できなかったものがある。そのため、本書に掲載した資料のなかには、樹種

が同定できなかったものもある。

② 表 1～表 6は実測図を作成したもの、表 7～表］1は未実測の参考資料を指す。

③ 表 l～表11の「取り上げNo」は、現地取り 上げ時に付した通番、「図版」は本書に掲載した実測図の番号

である。

④ 「出上層位」のうち、 VlI 区井戸 ・土坑は江戸時代後期以降に対応。 VI 区河道 ·B下 •FA上 • 9号溝・

第 1 洪水• VlI 区河道は、基本土層 III層中に対応し、奈良 • 平安時代に該当。 VI 区 C混上 •FA下 • VlI区FA

下は基本土層VI 層中に対応し、古墳時代に該当。 VI 区 6 面 • C下は基本土層VIII層以下に対応し、縄文～弥生

時代に該当。
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W
-7
32
 

17
4 

II 
柄

ブ
ナ

属
W

-8
56
 

13
1 

II 
完

形
木

製
品

ア
ス

ナ
ロ

W
-7
34
 

23
5 

JI 
板

材
モ

ミ
属

W
-8
57
 

I! 
苅

板
材

ネ
ズ

コ

W
-
7
3
5
 

14
1 

II 
JI

 
ス

ギ
W
-
8
5
8

12
5 

II 
板

材
ク

リ
W
-
7
3
6
 

25
9 

II 
ネ

ズ
コ

W
-
8
5
9
 

12
6 

II 
薄

板
ネ

ズ
コ

W
-
7
3
7
 

24
3 

II 
製

品
ム

ク
ロ

ジ
w

~S
60

 
13
0 

II 
ア

ス
ナ

ロ

W
-7
41
 

26
8 

II 
角

材
ク

リ
W
-
8
6
1

II 
板

サ
ワ

ラ

W
-7
42
 

25
8 

II 
カ

バ
ノ

キ
属

W
-
8
6
2
 

12
9 

I) 
板

製
品

ネ
ズ

コ

W
-7
45
 

20
7 

JI
 

梯
子

カ
エ

デ
属

W
-8
63
 

12
8 

!I 
板

材
II 

W
-7
47
 

19
1 

II 
板

材
ヌ

ル
デ

W
-8
64
 

12
3 

II 
割

材
II 

W
-
7
5
0
 

24
7 

JI
 

角
材

ク
ヌ

ギ
節

w
-8
65
 

12
4 

II 
板

材
ス

ギ
W
-
7
5
5
 

26
0 

II 
板

材
ス

ギ
W
-8
66

12
7 

II 
桶

底
板

モ
ミ

／
函

W
-7
60
 

22
0 

II 
加

工
材

モ
ミ

属
W
-8
71

①
 
27
6 

V
I

 A
区

6
面

丸
木

ク
ヌ

ギ
節

W
-
7
6
1
 

18
8 

II 
II 

ク
ヌ

ギ
節

W
-8
71
②
 
28
8 

II 
柄

ニ
ガ

キ

W
-7
62
 

16
0 

II 
II 

マ
ツ
属
単
雛
管
桑

亜
属
W

-8
71
③
 
28
9 

II 
板

材
II 

W
-7
65
 

22
3 

II 
II 

ヤ
ナ

ギ
属

W
-8
71
④
 

II 
II 

コ
ナ

ラ
節

W
-7
67
 

28
7 

II 
II 

II 
W
-
8
7
6①

 
2

号
河

道
ク

リ

W
-7
72
 

24
2 

II 
II 

ク
リ

W
-
8
7
6②

II 
ア

カ
マ

ッ

W
~7
73
 

23
2 

II 
II 

コ
ナ

ラ
節

W
-8
77
 

5
号

河
道

ク
リ

W
-7
75
 

25
2 

II 
II 

ア
ス

ナ
ロ

W
-8
82
 

V
I
A
区
5
号
河
道

II 

W
-
7
8
6
 

24
8 

II 
!I 

ク
ヌ

ギ
節

l
舟

力
ヤ

W
-
7
8
9
 

II 
II 

II 

望 芦 亘 閑



表
5
.

出
土

木
製

品
の

樹
種
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I
区
実
測
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表

6
.

出
土

木
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品
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種

(V
II
区
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取
上

N
u

図
版

出
土

陪
位

製
品

名
樹

種
取
上

N
o

図
版

出
土
／
苦
位

製
品

名
樹

種

W
 
19
3 

B
 

下
板

材
ネ

ズ
コ

W
-1
94
 

54
 

II 
椀

ト
チ

ノ
キ

W
-
19
5 

JI
 

加
工

品
ス

ギ
W

-
19
6 

59
 

II 
II 

ア
ス

ナ
ロ

W’
ー
19
7

II 
曲

物
針

葉
樹

W
-
1
9
8
 

52
 

II 
ア
カ
ガ
シ
亜
属

W
-
19
9 

55
 

II 
刀

の
柄

ス
ギ

W
-2
00
 

斎
串

ア
ス

ナ
ロ

W
-2
01
 

B
直

―F
平

板
II 

W
-
2
0
2
 

57
 
B

 
ド

椀
ケ

ヤ
キ

W
-
2
0
3
 

60
 
B

直
―ド

木
杯

状
II 

W
-
2
0
4
 

58
 
F
A
 

上
椀

II 

＂
に

20
5

木
片

力
ヤ

W
 
20
6 

椀
ト

チ
ノ

キ

W
-
2
0
7
 

65
 
B

 
下

II 
ケ

ヤ
キ

W
-
2
0
8
 

64
 

II 
ト

チ
ノ

キ

W
 
21
0 

63
 
B

 
下

II 
II 

W
-2
12
 

II 
平

板
ア

ス
ナ

ロ

W
-
2
1
4
 

61
 

汁
器

ト
チ

ノ
キ

w
に
21
5

9
号

溝
II 

ケ
ヤ

キ

W
 
21
7 

66
 
B

 
下

火
お

こ
し

ア
ス

ナ
ロ

W
-2
18
 

II 
板

材
ク

ヌ
ギ

節

W
-2
19
 

II 
加

工
材

ア
ス

ナ
ロ

w
に
22
0

69
第

1
洪

水
ク

ヌ
ギ

節

取
上

No
.

図
版

出
土
lt1

位
製

品
名

樹
種

取
上

N
o

図
版

出
土

屁
位

製
品

名
樹

種

w-
2

 
35
2 

F
A

下
河

板
ス

ギ
W
-

34
①
 
笠
喝

I
9

号
井

戸
番

傘
の

頭
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

w-
5

 
35
3 

II 
角

材
ク

ヌ
ギ

節
W
-

34
②

 
II 

杭
ク

ヌ
ギ

節

W
-

6
 

35
4 

II 
II 

II 
w
-
35

③
 

32
7 

II 
杭

ア
カ

マ
ッ

w
-

7
 

II 
II 

II 
W

 
35
④

 
32
7 

II 
桶

持
手

？
モ

モ

w
-

8
 

35
5 

II 
板

材
JI

 
w-

36
①
 

33
2 

II 
桶

側
板

？
ス

ギ

W
-

9
 

35
7 

II 
柄

II 
W
-

36
②

 
33
3 

II 
お

ひ
つ

の
底

モ
ク

レ
ン

屈

W
-

10
 

35
8 

II 
角

材
II 

w
-
36

③
 

33
4 

II 
桶

底
板

ス
ギ

W
 

11
 

36
2 

JI 
柄

振
II 

W
 
36
④

 
33
5 

II 
板

材
ア

カ
マ

ツ

W
 

13
 

35
9 

II 
鋤

先
II 

w-
37
①
 

33
6 

10
号

井
戸

桶
底

板
ス

ギ

w
-

16
 

36
1 

II 
板

I/ 
w-

37
②

 
33
7 

II 
II 

マ
ツ
属
複
罷
管
点

亜
属

W
-

17
 

36
0 

II 
II 

II 
W
-

37
③
 

33
8 

II 
II 

ス
ギ

w
-
22
 

36
3 

ク
リ
w-

38
①
 

34
1 

II 
薄

板
II 

w
に

23
36
4 

II 
w-

38
②

 
34
2 

II 
II 

JI
 

w
-
24
 

ガ
マ

ズ
ミ

属
W
-

38
③
 

34
3 

II 
II 

II 

w-
25

①
 

29
3 

2
号
•
井
戸

桶
底

板
サ

ワ
ラ

W
-

38
④

 
33
9 

II 
角

材
II 

W
-

26
①
 

29
5 

3
号

井
戸

II 
ス

ギ
W

38
⑤
 

34
0 

II 
薄

丸
板

ネ
ズ

コ

w
-
26
②

 
29
6 

II 
JI

 
ネ

ズ
コ

？
w-

40
①
 

34
4 

B
区

3
土

坑
板

材
ス

ギ
？

w
-
26

③
 

29
8 

II 
板

II 
w-

40
②

 
34
5 

II 
II 

サ
ワ

ラ

w-
26
④

 
29
7 

II 
桶

側
板

ス
ギ

W
-

40
③
 

34
6 

II 
II 

II 

W
-

26
⑤
 

29
9 

II 
II 

ネ
ズ

コ
W

 
40
④

 
34
7 

II 
II 

ス
ギ

W
 
27

①
 

30
0 

II 
桶

底
板

ア
カ

マ
ッ

w-
43
 

34
8 

26
土

坑
桶

底
板

マ
キ

屈

w-
27
②

 
30
1 

II 
桶

側
板

サ
ワ

ラ
w

~ 
45
 

34
9 

B
区］

63
土
坑

サ
ク
フ
属
？

w-
27

③
 

30
2 

II 
II 

ス
ギ
w
-
46
 

35
1 

D
区

河
道

内
椀

ト
チ

ノ
キ

w-
27
④

 
30
3 

II 
II 

II 
w
-
47
 

35
0 

II 
II 

II 

w
-
27

⑤
 

30
4 

II 
II 

II 
w
-
86
 

ヒ
ノ

キ
属

w
-
27
⑥

 
30
5 

II 
II 

II 
W
-
8
7
0
 

II 

w
-
27

⑦
 

30
6 

II 
II 

II 
W
-
8
6
7
 

ネ
ズ

コ

w-
27
⑧

 
30
7 

II 
II 

II 

w-
27

⑨
 

30
8 

II 
板

材
マ

キ
属

w
-
27
⑩

 
30
9 

II 
II 

II 

w-
28
②

 
31
1 

4
号

井
戸

し
ゃ

も
じ

カ
バ

ノ
キ

屈

w-
28

③
 

31
2 

II 
板

材
マ

キ
屈

w-
28
④

 
31
7 

II 
II 

ア
カ

マ
ッ

W
-

29
①
 

31
3 

6
号

井
戸

桶
底

板
ス

ギ

w-
29
②

 
31
5 

II 
桶

側
板

マ
キ

屈

w-
29

③
 

31
4 

II 
II 

ネ
ズ

コ

w
-
29
④

 
31
6 

II 
II 

II 

w-
30

①
 

31
8 

8
号

井
戸

板
材

モ
ミ

属

w
-
30
②

 
31
9 

II 
II 

ア
ス

ナ
ロ

w
-
30

③
 

II 
II 

II 

w
-
30
④

 
31
9 

II 
II 

II 

w
-
30

⑤
 

31
9 

II 
II 

II 

W
-
30
⑥

 
31
9 

I! 
II 

II 

w
-
30

⑦
 

32
0 

II 
ウ

コ
ギ

属

W
-

30
⑧

 
31
9 

II 
板

材
ア

ス
ナ

ロ

w
-
31

①
 

32
1 

9
号

井
戸

下
駄

キ
リ

w
-
31
②

 
32
2 

II 
II 

プ
ナ

属

W
-

31
③
 

32
3 

II 
ハ

リ
ギ

リ

w-
32

①
 

32
4 

I/
 

手
桶

マ
ツ

属

w
-
32
②

 
II 

II 
ス

ギ

零 I 室 互 浣
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表
7
．

出
土

木
製

品
の

樹
種

(V
I
区
参
考
①

）
表

8
.

出
土

木
製

品
の

樹
種

(V
I
区
参
考
②

）
取

上
N
n

図
版

出
土
／
習
位

製
品

名
樹

種
取

上
N
Q

図
版

出
土

府
位

製
品

名
樹

種
W
~

 1
 

2
号

河
逍

丸
柱

カ
ヤ

？
w
-
92
 

4
号

河
道

小
枝

ニ
ワ

ト
コ

w
-

4
 

II 
丸

材
コ

ナ
ラ

節
W
-
93
 

5
号

河
道

丸
材

ク
リ

w
-

5
 

II 
小

枝
エ

ノ
キ

属
w
-
94
 

II 
根

エ
ノ

キ
属

w
-

7
 

II 
II 

II 
w
-
96
 

II 
丸

材
カ

エ
デ

属

w
-

9
 

II 
II 

ヒ
サ

カ
キ

w
-
97
 

II 
II 

ウ
コ

ギ
属

w
-

11
 

II 
II 

エ
ノ

キ
属

w
-
98
 

II 
II 

ヤ
ナ

ギ
属

w
-
12
 

II 
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

W
-1
01
 

II 
イ
ボ
タ
ノ
キ
属

w
-
13
 

II 
丸

杭
コ

ナ
ラ

節
W
-1
02
 

II 
丸

木
ク

リ

w
-
15
 

II 
II 

ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
類

W
-
10
3 

II 
柄

？
イ

ヌ
シ

デ
節

w
-
16
 

II 
II 

カ
エ

デ
屈

W
-1
05
 

II 
小

枝
ク

リ

w
-

18
 

II 
丸

材
ハ

ン
ノ

キ
節

W
-1
06
 

II 
丸

木
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

w
-

19
 

II 
角

材
ク

リ
W
-
1
0
7

II 
根

フ
ジ

？

w
-
21
 

II 
丸

材
ク

ヌ
ギ

節
W
-1
10
 

II 
板

材
カ

ツ
フ

W
-

22
 

I/
 

角
材

コ
ナ

ラ
節

W
-1
11
 

II 
丸

杭
カ

エ
デ

屈

W
-

26
 

II 
小

枝
ヤ

マ
グ

ワ
W
-1
1
3

 
II 

柄
？

ク
ヌ

ギ
節

w
-
33
 

II 
II 

II 
W
-1
1
6

 
II 

小
枝

ク
リ

W
-

34
 

II 
丸

材
コ

ナ
ラ

節
W
-1
17
 

II 
柄

？
エ

ノ
キ

屈

w
-
35
 

II 
II 

II 
W
-1
18

 
II 

丸
材

ク
ヌ

ギ
節

w
-
38
 

II 
角

材
ク

リ
W
-1
19

II 
小

枝
ヤ

ナ
ギ

属

w
-
39
 

II 
小

枝
モ

モ
W
-
12
1

II 
II 

ク
リ

w
-
40
 

II 
角

材
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

W
-
1
2
2
 

II 
II 

II 

w
-
41
 

II 
丸

材
ヤ

マ
グ

ワ
W
-1
24
 

II 
丸

材
II 

w
-

42
 

II 
板

材
プ

ナ
属

W
-1
26
 

II 
小

枝
II 

w
-
44
 

II 
角

材
コ

ナ
ラ

節
W
-1
28
 

II 
樹

皮
樹

皮

w
-
45
 

II 
根

散
孔

材
A

W
-1
29
 

II 
小

枝
ウ

コ
ギ

属

w
-
49
 

II 
小

枝
モ

モ
W
-1
30

II 
柄

？
イ

ヌ
シ

デ
節

w
-
51
 

II 
II 

イ
ヌ

ガ
ヤ

W
-1
32
 

1
号

河
道

丸
杭

カ
エ

デ
属

w
-
53
 

II 
II 

エ
ゴ

ノ
キ

屈
W
-1
37
 

II 
小

枝
ヌ

ル
デ

？

w
-
55

①
 

II 
II 

ム
ク

ロ
ジ

W
-
13
8 

II 
丸

杭
コ

ナ
ラ

節

w
-
55

②
 

II 
II 

ニ
ワ

ト
コ

W
-1
42
 

I}
 

丸
材

ニ
レ

属

w
-
56
 

II 
丸

材
広

葉
樹

W
-1
46
 

II 
丸

杭
散

孔
材

A
w
-
58
 

II 
II 

カ
エ

デ
属

W
-1
49
 

II 
小

枝
モ

モ

w
-
59
 

II 
JI 

ハ
ン
ノ
キ
節
根

W
-1
50
 

II 
II 

ケ
ン
ポ
ナ
シ
属

w
-
60
 

II 
根

ム
ク

ロ
ジ

W
-1
52
 

2
号

河
道

丸
杭

ヤ
ナ

ギ
属

w
-
61
 

II 
小

枝
ヤ

ナ
ギ

属
W

-1
55
 

II 
丸

材
コ

ク
サ

ギ

w
-
63
 

II 
丸

材
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

W
-1
56
 

1
号

河
道

丸
木

ニ
ワ

ト
コ

w
-

64
 

3
号

河
逍

丸
杭

ケ
ヤ

キ
W
-1
57
 

II 
II 

ハ
ン

ノ
キ

節

W
-

68
 

II 
II 

ヤ
マ

グ
ワ

？
W
-1
58
 

II 
II 

散
孔

材
A

w
-
69
 

II 
根

散
孔

材
A

W
-1
6
0

 
II 

II 
モ

モ

w
-
70
 

II 
II 

II 
W
-1
62
 

5
号

河
道

角
材

ク
ヌ

ギ
節

w
-
72
 

II 
板

ク
リ

W
-1
64

1
号

河
道

小
枝

モ
モ

w
-
73
 

II 
角

材
II 

W
-1
65
 

II 
II 

II 

w
-
74
 

JI 
根

散
孔

材
A

W
-1
66
 

II 
II 

II 

w
-
76
 

II 
丸

材
コ

ク
サ

ギ
W
-
16
7 

II 
II 

II 

w
-
77
 

II 
小

枝
ク

リ
W
-1
68

II 
丸

木
II 

w
-
78
 

II 
II 

フ
ジ

W
-1
69

2
号

河
道

小
枝

ヤ
ナ

ギ
属

？

w
-

79
 

II 
板

材
ク

リ
W
-1
70

II 
II 

ヤ
マ

グ
ワ

？

w
-
82
 

II 
小

枝
エ

ノ
キ

属
W
-
17
1 

II 
柄

？
散

孔
材

A
w
-
83
 

II 
丸

材
ア

サ
ダ

W
-1
7
3

 
II 

小
枝

フ
ジ

w
-
90
 

4
号

河
道

II 
ク

リ
W
-
18
1

II 
II 

ヌ
ル

デ

取
上
Na

図
版

出
土

陪
位

製
品
名

樹
種

取
上
Na

図
版

出
土

附
位

製
品
名

樹
種

W
-1
83
 

2
号

河
道

丸
木

ク
リ

W
-
2
9
2

F
A
下
包
含
附

丸
木

オ
ニ

グ
ル

ミ

W
-1
87
 

II 
小

枝
ク

ヌ
ギ

節
W
-
2
9
6
 

II 
角

材
モ

モ

W
-1
90
 

II 
II 

モ
モ

W
-
2
9
9

II 
柄

ヵ
ャ

W
-
19
1 

II 
丸
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III 樹種同定

表12. 実測試料の出土層位と樹種

VI 区 VII 区

河道 6面 B下 C混土 C下 FA上 FA下 9号洞 l洪水 他 小計 井戸 FA―卜 土坑 河道 他 小計 合計

力 ヤ 1 2 3 3 

イ ヌ ガ ヤ 1 1 2 2 

マ キ 属 4 I 5 5 

マ ツ 属 1 1 1 

マツ属単維管束亜属 1 l ］ 

マツ属複維管束亜属 1 1 1 1 2 

ア 力 マ ツ 1 l 4 4 5 

モ ミ 属 8 2 3 II 24 1 1 25 

卜 ウ ヒ 属 1 1 1 

ス ギ 3 3 2 3 11 18 1 2 21 32 

サ ワ ラ 1 1 1 3 2 2 4 7 

ヒ ノ キ 属 6 1 7 2 2 ， 
ア ス ナ ロ 4 7 1 14 1 27 6 6 33 

ネ ズ コ 2 6 1 1 10 6 I 7 17 

ヤ ナ ギ 属 5 2 8 15 15 

オニグルミ

ア サ ダ 4 4 4 

イヌシデ節 1 1 1 

クマシデ節 1 1 1 

カバノキ属 1 1 7 9 1 1 10 

ハンノキ節 I 2 3 3 

アカガシ 亜属 1 1 4 6 6 
プ ナ 屈 1 1 I 3 1 1 4 

コ ナ ラ 節 3 1 1 3 9 17 17 

ク ヌ ギ 節 5 1 1 8 18 66 1 100 1 10 11 111 

クリ 11 1 3 1 17 33 2 2 35 
二 レ 属 I 1 1 

ケ ヤ キ 4 3 1 1 13 1 23 23 
工 ノ キ 属 6 7 13 13 

ヤ マ グ ワ 3 1 10 14 14 

コ ウ ゾ 属 I 1 1 

力 ツ ラ 1 2 3 3 

モクレン属 I l 1 

ク ス ノ キ

ウ ツ ギ

アジサイ属

ヤマザクフ I 1 1 

モ モ 3 3 6 1 l 7 

サ ク ラ 属 3 3 l 1 4 

イヌエン ジュ I 1 I 

フ ジ

コ ク サ ギ 2 2 2 
二 ガ キ 1 2 3 3 

アカメガ シワ

ヌ ｝レ デ I 3 4 4 

ヤマウルシ 1 1 l 

ニ シキギ属

ケンポナシ属 3 3 3 

力 エ デ 属 2 1 7 10 10 

ム ク ロ ジ 1 5 6 6 
卜 チ ノ キ I 2 11 3 17 2 2 19 

ア ワ プ キ 3 3 6 6 
サ 力 キ 1 1 l 

ヒ サ 力 キ

クマノミズキ類 1 1 2 2 

ツ 夕

ミ ズ キ 属 3 l 4 4 

ウ コ ギ 属 I 1 I 

夕 ラ ノ キ

ノ‘ リ ギ リ 1 1 1 

カキノキ属 3 1 4 4 

エゴノキ属 3 3 3 

イポタノキ属

ト ネリコ属 2 2 2 

キ リ 1 1 1 

サワフタギ I 1 1 
二 ワ 卜 コ 3 3 3 

ガ マズミ屈 1 1 1 

散 孔 材 A 
針 葉 樹 1 I 1 

広 +木1 樹

樹 皮 1 1 1 

合 計 85 4 28 28 27 I 241 I 1 6 422 52 11 6 2 6 77 499 
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III 樹種同定

表13.参考試料の出土層位と樹種

VI 区 VII 区

河道 6流木 B 下 C混土 c下 FA下 小計 c 下 FA下 井 戸 土 坑 小計 合計

力 ヤ 1 2 2 5 5 

イ ヌ ガ ヤ 1 1 1 

マ キ 属

マ ツ 属

マツ属単維管束亜 属 2 1 3 3 

マ ツ 属 複 維 管束亜屈

ア 力 マ ツ 1 1 1 l 2 

モ ミ 属 2 4 6 6 
卜 ウ ヒ 属

ス ギ 3 3 3 

サ ワ ラ 1 1 2 I 1 2 4 

ヒ ノ キ 属

ア ス ナ ロ 1 2 2 5 5 

ネ ズ コ 1 1 1 2 5 1 1 6 
ヤ ナ ギ 属 10 ， 6 33 58 I 1 59 

オ 二 グル ミ 1 1 1 

ア サ ダ 2 2 4 4 

イ ヌ シ デ節 2 1 3 3 

ク マ シ デ節 I 1 1 
力 ／ゞ ノ キ 属

Iヽ ン ノ キ 節 3 1 4 8 8 

アカガシ亜属 1 2 3 3 

プ ナ 属 1 2 3 3 

コ ナ ラ 節 7 1 3 3 8 22 22 

ク ヌ ギ 節 6 1 3 5 13 43 71 4 4 75 

ク リ 17 1 3 11 32 32 
二 レ 属 1 1 1 

ケ ヤ キ l 5 6 6 
工 ノ キ 属 6 l 2 2 11 11 

ヤ マ グ ワ 6 4 3 8 8 29 1 1 30 

コ ウ ゾ 属

力 ツ ラ 1 3 4 4 

モ ク レ ン属 2 2 2 

ク ス ノ キ 1 I 1 

ウ ツ ギ 1 1 1 

ア ジ サ イ 属 1 I 1 

ヤ マ ザ ク ラ 2 I l 4 4 

モ モ 10 1 13 24 24 

サ ク フ 属 l I 2 4 1 1 5 

イヌエンジュ 1 1 1 

フ ジ 3 I 4 4 

コ ク サ ギ 3 1 1 5 5 
二 ガ キ

アカメガシワ 1 1 2 2 

ヌ )レ デ 3 2 6 11 11 

ヤ マ ウ Iレ シ 1 1 1 
二 シ キ ギ属 1 1 1 

ケンポナシ属 1 3 4 4 

力 エ デ 属 5 9 14 14 

ム ク ロ ジ 2 1 1 4 4 

卜 チ ノ キ 1 I 1 

ア ワ プ キ 1 I 1 

サ 力 キ

ヒ サ 力 キ 1 2 1 4 4 

クマノミズキ類 ］ 1 1 

ツ 夕 3 3 3 

ミ ズ キ 属 I 1 1 

ウ コ ギ 属 2 2 4 4 

夕 ラ ノ キ 3 3 3 

ノ‘ リ ギ リ

力 キ ノ キ 属

工 ゴ ノ キ 属 2 3 5 5 

イボタノキ属 l I 1 

卜 ネ リ コ 属 1 5 6 6 

キ リ

サ ワ フ 夕 ギ
二 ワ 卜 コ 3 I 4 4 

ガ マ ズ ミ 属

散 孔 材 A 8 5 13 13 

針 葉 樹

広 築 樹 1 2 3 3 

樹 皮 1 I ］ 

合 計 122 2 27 41 30 198 420 4 2 3 5 14 434 
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III 樹種同定

表14. 実測試料 (VI区）の木製品と樹種
注）加工 ：加工材，角材 ：丸材も含む

河 道 6 面 B 下 c混土中

杭 角材 板材 柄 曲物 弓 他 計 角材 板材 柄 計 割材 板材 椀 他 計 角材 加工 板材 柄 梯子 他 計

力 ヤ

イ ヌ ガ 」＼ 1 1 

マ キ 属

マ ツ 属

マツ属単維管束亜属 1 1 
マツ属複維管束亜属

ア 力 マ ツ 1 1 

モ ミ 属 3 1 2 2 8 2 2 1 2 3 
卜 ウ ヒ 属 1 1 

ス ギ I 2 3 1 2 3 2 2 
サ ワ ラ 1 1 
ヒ ノ キ 属 2 1 2 1 6 

ア ス ナ 口 2 1 1 4 2 5 7 1 1 
ネ ズ コ 2 2 I 5 6 1 1 
ヤ ナ ギ 属 1 1 1 1 1 5 2 2 
オニグ ルミ

ア サ ダ

イヌシ デ節 1 1 
クマシ デ節

カバノキ属 ］ 1 1 1 
ハンノキ節

アカガシ亜属 1 1 
ブ ナ 属 1 1 1 1 

コ ナ ラ 節 2 1 3 l 1 1 1 

ク ヌ ギ 節 1 2 1 1 5 1 1 1 1 2 4 1 1 8 

ク リ 3 2 1 2 3 I] 1 1 1 1 1 3 
二 レ 属

ケ ヤ キ 2 1 I 4 2 l 3 
工 ノ キ 属 1 4 1 6 
ヤ マ グ ワ 2 1 3 

コ ウ ゾ 属

力 ツ ラ 1 1 
モクレン属

ク ス ノ キ

ウ ツ ギ

アジサイ属

ヤ マザクフ 1 1 
モ モ 2 1 3 
サ ク ラ 属

イヌエン ジュ

フ ジ

コ ク サ ギ

二 ガ キ 1 1 1 1 2 
アカメガシワ

ヌ 1レ デ 1 1 
ヤマウルシ

ニシキ ギ属

ケンポナシ属

力 エ デ 属 1 1 2 1 I 

ム ク ロ ジ I 1 
卜 チ ノ キ I 1 2 2 

ア ワ プ キ 2 1 3 
サ 力 キ

ヒ サ 力 キ

クマノミズキ類 1 1 

ツ 夕

ミ ズ キ 属 I 1 1 3 
ウ コ ギ 属

夕 ラ ノ キ

ノ‘ リ ギ リ

カキノキ属 1 1 1 3 
エゴノキ属

イポタノキ属

トネリコ属

キ リ

サワフタギ

二 ワ 卜 コ

ガマズミ属

散 孔 材 A 
針 葉 梱 1 1 

広 葉 樹

樹 皮 1 1 

合 計 10 15 18 14 10 2 16 85 1 2 1 4 1 11 4 12 28 3 11 7 2 1 4 28 
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III 樹種 同定

表15. 実測試料 (VI区）の木製品と樹種
注）加工 ：加工材，角材 ：丸材も含む

C 下 FA上 F A 下包含層 9溝洪水 その他

杭 角材 加工 板材 柄 曲物 他 計 椀 杭 角材 割材 板材 柄 鋤 杵 弓 他 計 椀 他 斎串 椀 舟 他 計

力 ヤ 1 I 1 1 2 
イ ヌ ガ ヤ 1 1 
マ キ 属

マ ツ 属

マ ツ 属 単 維 管 束亜属

マ ツ 属 複 維 管 束亜属 I 1 

ア 力 マ ツ

モ ミ 属 5 5 1 11 
卜 ウ ヒ 属

ス ギ 3 3 
サ ワ ラ 1 I 1 1 
ヒ ノ キ 属 I 1 
ア ス ナ ロ 2 1 6 2 3 14 1 l 
ネ ズ コ 1 I 
ヤ ナ ギ 属 1 l 2 2 1 1 8 
才 二 グ 1レ ミ

ア サ ダ 2 1 I 4 
イ ヌ シ デ 節

ク マ シ デ 節 l I 
力 ノゞ ノ キ 属 1 1 I I 1 2 7 
ノ‘ ン ノ キ 節 1 1 I I 2 
アカガシ亜属 1 1 1 1 2 4 
ブ ナ 属 1 1 

コ ナ ラ 節 1 2 3 2 4 2 1 ， 
ク ヌ ギ 節 2 5 2 7 1 1 18 5 17 21 5 1 2 15 66 1 

ク リ 1 1 2 J 1 7 3 1 2 17 
二 レ 属 I 1 
ケ ヤ キ 1 1 1 3 6 4 13 1 
工 ノ キ 属 5 2 7 
ヤ マ グ ワ l 1 5 I 2 2 10 

コ ウ ゾ 属 1 1 
力 ツ ラ 1 1 2 
モ ク レ ン 属

ク ス ノ キ

ウ ツ ギ

ア ジ サ イ 属

ヤ マ ザ ク ラ

モ モ 3 3 
サ ク ラ 属 1 1 1 3 
イヌエンジュ

フ ジ

コ ク サ ギ 1 1 2 
二 ガ キ

アカメガシワ

ヌ ｝レ デ 1 2 3 
ヤ マ ウ )レ シ 1 1 
二 シ キ ギ 属

ケンポナシ属 1 2 3 
力 エ デ 属 1 3 1 1 1 7 
ム ク ロ ジ 1 2 2 5 
卜 チ ノ キ 5 3 1 2 11 3 

ア ワ プ キ 1 2 3 
サ 力 キ 1 1 
ヒ サ 力 キ

ク マ ノ ミ ズキ類 1 I 
ツ 夕

ミ ズ キ 属 ］ I 
ウ コ ギ 属

夕 ラ ノ キ

ノ‘ リ ギ リ

力 キ ノ キ 属 1 I 
工 ゴ ノ キ 属 2 1 3 
イポタノキ属

卜 ネ リ コ 属 1 1 2 

キ リ

サ ワ フ 夕 ギ 1 1 
二 ワ 卜 コ 1 2 3 
ガ マ ズ ミ 属

散 孔 材 A 

針 葉 樹

仏 葉 樹

樹 皮

合 計 4 6 6 7 ］ 1 2 27 1 32 41 4 71 44 4 4 1 40 241 1 1 1 3 1 I 3 
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Ill 樹種同定

表16. 実測試料 (VII区）の木製品と樹種
注）加工：加工材，角材：丸材も含む

井 戸 FA下包含附 土 坑 河道 他

杭 角材 板材 桶 他 計 角材 板材 柄 鋤 計 板材 桶 他 計 椀 他

カヤ

イ ヌ ガ ヤ

マ キ 属 3 1 4 1 1 

マ ツ 属 1 1 

マツ属単維管束亜属

マツ属複維管束亜属 1 1 

ア 力 マ ツ 1 2 1 4 

モ ミ 属 1 1 

卜 ウ ヒ 属

ス ギ 1 3 14 18 ］ 1 2 2 

サ ワ ラ 2 2 2 2 

ヒ ノ キ 属 2 

ア ス ナ ロ 6 6 
ネ ズ コ 2 4 6 1 

ヤ ナ ギ 属

オニグルミ

ア サ ダ

イヌシデ節

クマシデ節

カバノ キ属 1 1 

ハンノキ節

アカガシ亜属

プ ナ 属 1 I 

コ ナ ラ 節

ク ヌ ギ 節 1 l 4 3 2 1 10 

ク リ 2 
二 レ 属

ケ ヤ キ

工 ノ キ 属

ヤ マ グ ワ

コ ウ ゾ 属

力 ツ ラ

モクレン属 1 I 

ク ス ノ キ

ウ ツ ギ

アジサ イ属

ヤマザクラ

モ モ 1 I 

サ ク ラ 属 I l 

イヌエンジュ 1 1 

フ ジ

コ ク サ ギ

二 ガ キ

アカメガ シワ

ヌ ）レ デ

ヤマウルシ

ニシキギ属

ケンポナシ属

力 エ デ 属

ム ク ロ ジ

卜 チ ノ キ 2 

ア ワ プ キ

サ 力 キ

ヒ サ 力 キ

クマノミズキ類

ツ 夕

ミ ズ キ 属

ウ コ ギ 属 1 1 

夕 ラ ノ キ

ノ‘ リ ギ リ 1 1 

カキノキ属

エ ゴノキ属

イポタノキ属

トネリコ属

キ リ 1 1 

サワフタギ

二 ワ 卜 コ

ガマズミ屈 1 

散 孔 材 A 

針 葉 樹

広 葉 樹

樹 皮

合 計 2 1 17 25 7 52 4 4 2 I I] 4 1 I 6 2 6 
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III 樹種同定

表17.参考試料の木製品と樹種 注）加工 ：加工材，自然 ：自然木，角材 ：丸材も含む

VJ 区 VII 区

河 迫 篇木B下 C混 土 中 C 下 F A下包含層 c下A下井戸吋

杭角 板柄 自他 計他 他杭
角加 板他 計杭

角加 板舟 自他 計杭
角割 板柄 自他 計角 他他 他

材 材 然 材工 材 材工 材形 然 材材 材 然 材

力 ヤ 1 1 2 2 2 2 
イ ヌ ガ ヤ 1 1 
マ キ 属

マ ツ 属

マツ属単維管束亜 属 2 1 1 
マ ツ 属 複 維 管 束亜属

ア 力 マ ツ I 1 

モ ミ 属 2 2 1 1 1 1 4 
卜 ウ ヒ 属

ス ギ 3 
サ ワ ラ 1 1 1 1 1 1 

ヒ ノ キ 属

ア ス ナ ロ 1 1 2 2 2 

ネ ズ コ 1 1 l 1 1 I I 2 I 
ヤ ナ ギ 属 l 2 3 4 10 9 1 5 6 5 4 4 9 9 2 33 1 

オ 二 グ Iレ ミ 1 1 

ア サ ダ 1 1 2 2 2 

イ ヌ シ デ節 2 2 I I 

ク マ シ デ節 1 1 
力 Jゞ ノ キ 属

Jヽ ン ノ キ 節 3 3 1 1 1 1 1 1 4 

アカガシ亜属 1 1 1 1 2 

プ ナ 属 1 1 1 1 2 

コ ナ ラ 節 2 5 7 1 3 3 3 3 1 2 4 1 8 

ク ヌ ギ 節 4 1 1 6 1 3 5 5 1 6 4 1 1 13 2 20 2 5 8 5 1 43 4 

ク リ l 8 2 6 17 1 I 2 1 3 3 2 4 1 1 11 
二 レ／ 属 I 1 
ケ ヤ キ l 1 2 1 2 5 
工 ノ キ 属 1 5 6 1 1 1 2 1 l 2 
ヤ マ グ ワ l 1 4 6 4 1 2 3 1 2 1 3 1 8 5 1 2 8 1 

コ ウ ゾ 属

力 ツ ラ 1 1 1 1 1 3 
モ ク レ ン／函 2 2 

ク ス ノ キ 1 1 

ウ ツ ギ 1 l 

ア ジ サ イ 属 1 1 
ヤ マ ザ ク ラ 2 2 l l 1 
モ モ 2 8 10 1 1 2 4 1 6 13 

サ ク ラ 屈 I 1 l 1 2 2 1 

イヌエンジュ 1 1 

フ ジ 3 3 1 1 

コ ク サ ギ 3 3 1 1 I 1 
二 ガ キ

アカメガシワ 1 1 1 ］ 

ヌ Jレ デ 2 1 3 I I 2 2 1 2 1 6 

ヤ マ ウ ！レ シ 1 1 
二 シ キ ギ属 1 1 

ケンポナシ属 1 1 1 1 1 3 
力 工 デ 属 3 2 5 4 1 3 1 ， 
ム ク ロ ジ 2 2 1 1 1 1 
卜 チ ノ キ 1 1 

ア ワ プ キ l 1 

サ 力 キ

ヒ サ 力 キ 1 1 2 1 1 

クマノミズキ類 1 I 
ツ 夕 2 I 3 
ミ ズ キ 属 1 1 

ウ コ ギ 属 1 1 2 l 1 2 

夕 フ ノ キ 1 J 1 3 

ノ‘ リ ギ リ

力 キ ノ キ 属

工 ゴ ノ キ 属 l 1 2 1 1 1 3 

イボタノキ属 l l 
卜 ネ リ コ 属 1 1 1 1 3 5 

キ リ

サ ワ フ 夕 ギ
二 ワ 卜 コ 1 2 3 I 

ガ マ ズ ミ 属

散 孔 材 A 1 l 1 5 8 1 4 5 

針 葉 樹

広 葉 樹 1 1 l I 2 

樹 皮 1 1 

合 計 13 41 5 5 48 10 1位 227 I 23 13 2 2 41 3 13 6 I I 4 2 30 16 60 3 17 43 45 14 限 4 2 3 5 
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図版1. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

la．カヤ（横断面）実測3-663 bar : 0. 2mm 1 b.同（接線断面） bar: 0. 2mm 1 c.同（放射断面） bar : 0. lmm 

2a．イヌガヤ（横断面）実測3-675 bar : 0. 2mm 2 b.同（接線断面） bar: 0.2mm 2 c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

3a．マキ属（横断面）実測6-27⑨ bar: 0.5mm 3 b. 同（接線断面） bar : 0. 2mm 3 c.同 （放射断面） bar : 0. lmm 



図版 2.出土木製品樹種の顕微鏡写真

4a．マツ属単維管束亜属（横断面） 4b．同（接線断面）bar: 0. 2111111 4 c.同（放射断面） bar : 0. 05mm 
実測4~762 bar:0.2111111 

5 a.アカマツ（横断面）実測4-876② bar: 0.2mm 5 b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 5 c.同（放射断面） bar: 0.05mm 

6a．モミ属（横断面）実測4-760 bar : 0. 2mm 6 b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 6 c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版 3. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

•一一-—-7 a.トウヒ属（横断面）実測1-134 bar : 0. 5mm 7 b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 7 c.同（放射断面） bar: 0.05mm 

,9 9 9 9■ -

8 a．スギ（横断面）実測4-735 bar : 0. 5mm 8 b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 8 c.同（放射断面） bar : 0. lrnrn 

ー - -
9a．サワラ（横断面）実測3-642 bar : 0. 2mm 9 b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 9 c.同（放射断面） bar: 0.05mm 



図版 4. 出上木製品樹種の顕微鏡写真

10a.ヒノキ（横断面）実測1-62 bar : 0. 5mm 10b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 10c.同（放射断面） bar: 0.05mm 

lla.アスナロ（横断面）実測3-523 bar : 0. 2mm llb.同（接線断面） bar: 0.2mm llc．同（放射断面） bar: 0.05mm 

12a.ネズコ（横断面）実測3-533 bar : 0. 2mm 12b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 12c.同（放射断面） bar: 0.05mm 



図版 5. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

13a．ヤナギ属（横断面）参考1-61 bar: 0.5mm 13b．同（接線断面）bar: 0. 2mm 13c．同（放射断面） bar : 0. 2mm 

14a．オニグルミ（横断面）参考2-292 bar : 0. 5mm 14b.同（接線断面） bar: 0.2mm 14c．同（放射断面） bar : 0. 2mm 

15a．アサダ（横断面）参考1-83 bar : 0. 5mm 15b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 15c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版6.出土木製品樹種の顕微鏡写真

16a．イヌシデ節（横断面）参考1-103 bar:0.5rnrn 16b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 16c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

17a．クマシデ節（横断面）実測3-494 bar : 0. 5mm 17b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 17c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

18a．カバノキ属（横断面）実測3-501 bar : 0. 2mm 18b.同（接線断面） bar: 0.2mm 18c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版 7.出土木製品樹種の顕微鏡写真

19a．ハンノキ節（横断面）
-—· •-

実測4-807 bar : 0. 5mm 19b．同（接線断面）

..,•-9 9, 

bar : 0. 5mm 19c．同（放射断面）
:—------

bar : 0. 2mm 

20a.アカガシ亜属（横断面）実測4-799 bar: 0.5mm 20b．同（接線断面）

-●, 

bar: 0.2mm 20c．同（放射断面） -—-—. bar : 0. 2mm 

. 
21a.プナ属（横断面）実測1-185 bar : 0. 5mm 21b．同（接線断而） bar : 0. 5mm 21c．同（放射断面） bar: 0.2mm 



図版 8. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

22a．コナラ節（横断面）実測4-773 bar : 0. 5mm 22b.同（接線断面） bar: 0.5mm 22c.同（放射断面） bar : 0. 5mm 

23a．クヌギ節（横断面）実測3~638 bar : 0. 5mm 23b.同（接線断面） bar: 0.5mm 23c.同（放射断面） bar : 0. 5mm 

24a．クリ（横断面）実測4-690 bar : 0. 5mm 24b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 24c.同（放射断面） bar: 0.5mm 



図版 9. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

25a．ニレ属（横断面）参考1-142 bar: 0.5mm 25b．同（接線断面） bar : 0. 2mm 25c．同（放射断面） bar : 0. lmm 

26a．ケヤキ（横断面）実測5-207 bar : 0. 5mm 26b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 26c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

27a．エノキ属（横断画）実測3-630 bar : 0. 5mm 27b.同（接線断面） bar: 0.2mm 27c.同（放射断面） bar: 0.2mm 



図版10. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

28a.ヤマグワ（横断面）実測4-845 bar : 0. 5mm 28b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 28c.同（放射断面） bar: 0.2mm 

29a．コウゾ属（横断面）実測3-565bar : 0. 5mm 29b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 29c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

30a．カツラ（横断面）実測3-661 bar : 0. 5mm 30b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 30c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版11.出土木製品樹種の顕微鏡写真

31a．モクレン属（横断面）実測 6-36② bar : 0. 2mm 31b.同（接線断面） bar:0.2mm 31c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

32a．クスノキ（横断面）参考2-252 bar : 0. 2mm 32b．同（接線断面） bar : 0. 2mm 32c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

33a.ウツギ（横断面）参考2-407 bar : 0. 5mm 33b.同（接線断面） bar: 0.2mm 33c.同（放射断面） bar : 0. lmm 



図版12. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

34a.アジサイ属（横断面）参考3-517 bar : 0. 5mm 34b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 34c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

35a.ヤマザクラ（横断面）参考1-40bar: 0. 5mm 35b.同（接線断面） bar: 0.2mm 35c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

36a．モモ（横断面）参考1-168 bar : 0. 5mm 36b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 36c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版13.出土木製品樹種の顕微鏡写真

37a．サクラ属（横断面）参考4-800 bar : 0. 2mm 37b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 37c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

38a．イヌエンジュ（横断面）実梱6-34① bar : 0. 2mm 38b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 38c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

39a.フジ（横断面）参考1-78 bar : 0. 5mm 39b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 39c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版14.出土木製品樹種の顕微鏡写真

40a．コクサギ（横断面）参考1-76 bar: 0.5mm 40b．同（接線断面） bar : 0. 2mm 40c.同（放射断面） bar : 0.2rnrn 

41a．ニガキ（横断面）実測4~871② bar : 0. 5mm 41b.同（接線断面） bar : 0. 5mm 41c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

42a．アカメガシワ（横断面）参考2-431 bar : 0. 5mm 42b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 42c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版15. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

43a．ヌルデ（横断面）実測4-747 bar:0.5mm 43b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 43c.同（放射断面） bar : 0. lmm 

44a.ヤマウルシ（横断面）実測4-696 bar: 0.5mm 44b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 44c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

45a．ニシキギ属（横断面）参考2-405 bar : 0. 2mm 45b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 45c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版16.出土木製品樹種の顕微鏡写真

46a.ケンポナシ属（横断面）実測2-325 bar : 0. 5mm 46b.同（接線断面） bar : 0. 5mm 46c.同（放射断面） bar : 0. 5mm 

47a．カエデ属（横断面）参考1-16 bar: 0.5mm 47b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 47c.同（放射断面） bar : 0. lmm 

48a．ムクロジ（横断面）参考1-55① bar : 0. 5mm 48b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 48c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版17.出土木製品樹種の顕微鏡写真

49a．トチノキ（横断面）実測2-338 bar : 0. 5mm 49b.同（接線断面） bar: 0.2mm 49c．同（放射断面） bar: 0.2mm 

50a.アワプキ（横断面）実測1-147 bar: 0.5mm 50b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 50c．同（放射断面） bar: 0.2mm 

51a．サカキ（横断面）実測2-432 bar : 0. 5mm 51b．同（接線断面） bar: 0.2mm 51c．同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版18. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

52a . ヒサカキ（横断面）参考1~9 bar: 0.2mm 52b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 52c.同（放射断面） bar : 0. lrnrn 

53a．クマノミズキ類（横断面）考参1-15 bar : 0. 2mm 53b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 53c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

54a.ッタ（横断面）参考3-462 bar : 0. 5mm 54b.同（接線断面） bar : 0. 5mm 54c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版19.出土木製品樹種の顕微鏡写真

- - -
55a．ミズキ属（横断面）実測1-100 bar: 0.5mm 55b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 55c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

―•一■- •一一•-56a．ウコギ属（横断面）実測6-30⑦ bar : 0. 5mm 56b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 56c.同（放射断面） bar:0.2mm 

'·—· 99-
57a．タラノキ（横断面）参考3-480 57b.同（接線断面） bar: 0.2111111 57c.同（放射断面） bar : 0.2111111 



図版20. 出土木製品樹種の顕微鏡写真

58a．ハリギリ（横断面）実測6-31③ bar : 0. 5mm 58b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 
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59a．カキノキ属（横断面）実測1-154 bar: 0.5mm 59b.同（接線断面） bar: 0.2mm 

60a．エゴノキ属（横断面）参考1-53 bar : 0. 2mm 60b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 

58c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

59c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

60c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版21.出土木製品樹種の顕微鏡写真
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61a．イボタノキ属（横断面）参考1-101 bar: 0.5mm 61b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 

62a.トネリコ属（横断面）参考2-271 bar : 0. 2mm 62b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 

63a.キリ（横断面） 実測6-31① bar : 0. 5mm 63b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 

61c．同（放射断面） bar: 0.2mm 

62c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

63c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版22.出土木製品樹種の顕微鏡写真

64a.サワフタギ（横断面）実測2-369 bar: 0.5mm 64b.同（接線断面） bar : 0. 5mm 64c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

65a．ニワトコ（横断面）参考1-92 bar : 0. 5mm 65b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 65c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 

66a．ガマズミ属（横断面）実測6-26 bar : 0. 2mm 66b.同（接線断面） bar : 0. 2mm 66c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 



図版23.出土木製品樹種の顕微鏡写真

67a．散孔材A（横断面）参考1-158 bar:0.5mm 67b．同（接線断面） bar : 0. 5mm 67c.同（放射断面） bar : 0. 2mm 
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奈良・平安時代の木器 (VI区III層出土）



P L 2 

――
35 

36 

39 

30 

.....31  _ 
一33 

32 

42 

38 

--
34 

39 

43 

f
9ー^
、

‘
 

．^ 

J
 

.. ．
．
．
 マ，．．

 :
・
4
.
 

＇， ,
’
,
‘
・
)
、

へっ．

’
r
.
、
.
J

・
t
t
]
 

・
{
 

y

,

{
 

号
・
,

t•, 

f
`
 

,

'

,
 

ヽ`

4
j

一

ら

，

，

．

｀

マ

し
，
ヽ

＇

，

 

i

ぞ
ヘ
，
、

;

5

t
ĵ
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奈良・平安時代の木器 (VI区III層出土） 37は古墳時代
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奈良•平安時代の木器 ( VI 区 III 層出土）



PL 4 

57 

ー
58 73 

75 

68 69 71 

奈良•平安時代の木器 ( VI 区 III 層出土） 55 • 75は古墳時代
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奈良•平安時代の木器 ( VI 区 Ill 陪出土） 82 は古墳時代
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI屈出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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古墳時代の木器 (VI区VI層出土）
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江戸時代後期以降の木器



P L 29 

310 

311 

303 304 
305 

312 

＇ 316 

309 

315 
314 

江戸時代後期以降の木器
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江戸時代後期以降の木器
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江戸時代後期以降の木器
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